
 

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

遠賀町立地適正化計画 

防災指針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年６月 

福岡県 遠賀町 

 



 

 

 



 

 

遠賀町立地適正化計画 防災指針 

目 次 

 

 

第１章 遠賀町立地適正化計画について ································ 1 

 

１．立地適正化計画とは ········································· 1 

 

２．遠賀町立地適正化計画の概要 ································· 1 

 

第２章 防災指針の策定について······································ 6 

 

１．基本的な考え方 ············································· 6 

 

２．防災指針の位置づけ ········································· 6 

 

３．防災指針策定のフロー ······································· 7 

 

第３章 現計画の検証、整理 ········································· 8 

 

１．現計画の検証、整理 ········································· 8 

 

第４章 防災指針の検討 ············································ 17 

 

１．災害リスクの概要 ·········································· 17 

 

２．災害リスクの分析 ·········································· 19 

 

３．課題の分析及び抽出 ········································ 67 

 

４．各区域の対応方針 ·········································· 70 

 

（参考）災害時の民間団体等への協力要請 ·························· 75 

 

５．防災まちづくりの将来像、取組方針 ·························· 84 

 

６．防災まちづくりの具体的な取組、 

スケジュール、目標値の設定 ·················· 86 

 



1 

 

第１章 遠賀町立地適正化計画について 

 

１．立地適正化計画とは 

人口の急激な減少と高齢化を背景として、高齢者や子育て世代にとって、安心できる健康で快適な

生活環境を実現すること、財政および経済面において持続可能な都市経営を可能とすることが大きな

課題です。こうした中、医療・福祉施設、商業施設や住居等を一定のエリアへ誘導し、高齢者をはじ

めとする住民が公共交通により、これらの生活利便施設等に容易にアクセスできるなど、福祉や交通

なども含めて都市全体の構造を見直していくことを目的とする、都市再生特別措置法に基づく『コン

パクトシティ・プラス・ネットワーク』のまちづくりを目指すための計画です。 

 

 

 

 

 

２．遠賀町立地適正化計画の概要 

 

（１）計画期間  

平成３０年（２０１８年）４月～令和２３年（２０４１年）３月まで 

 

（２）計画区域  都市計画区域全体（＝行政区域） 

 

（３）公表年月  平成３０年（２０１８年）６月 
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（４）居住誘導区域 

居住誘導区域は「田園地区」「ＪＲ遠賀川駅・役場周辺地区」「浅木小学校周辺地区」の３地区を設

定しています。 

図 居住誘導区域と現在の用途地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

田園地区

（33.3ha） 
ＪＲ遠賀川駅・ 

役場周辺地区

（195.2ha） 

浅木小学校

周辺地区

（42.7ha） 

居住誘導区域全体面積 

（271.2ha） 

※駅南地区については用途地域変更前 

遠賀町立地適正化計画 P58 
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（５）都市機能誘導区域 

都市機能誘導区域は「中心拠点」「福祉拠点」の２地区を設定しています。 

 

図 都市機能誘導区域と用途地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

中心拠点 

（57.3ha） 

福祉拠点 

（3.6ha） 

都市機能誘導区域全体面積 

（60.9 ha） 

※駅南地区については用途地域変更前 

遠賀町立地適正化計画 P48 
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（６）誘導区域図 
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（７）評価指標 

コンパクトなまちづくりに向けた動向、施策の進捗状況等を客観的かつ定量的に把握し、

計画や施策の見直し等に資するため、計画の目標指標を以下のように設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①コンパクトなまちづくりの達成を表す指標 

本計画に基づき“コンパクトシティ・プラス・ネットワーク”のまちづくりを推進し、持続可能な

都市空間の形成を評価する指標として「居住誘導区域内の人口密度（人／ha）」を設定して

います。 

「居住誘導区域内の人口密度（人／ha）」 

 基準値：37.1 人／ha (H27) ⇒ 目標値：37.1 人／ha （R22） 

     ※特に施策を講じない場合 29.5 人／ha （R22） 

②子育て世代の住みやすさを表す指標 

生活利便性を維持確保するとともに、地域コミュニティの維持や子育て世代が住みたくな

る機能の確保により、当該計画の実施による遠賀町での住みやすさの維持・向上を表す指

標として「居住誘導区域内の子育て支援施設人口カバー率（％）」を設定しています。 

「居住誘導区域内の子育て支援施設人口カバー率（％）」 

 基準値：18.3％(H27) ⇒ 目標値：30.0％ （R22） 

     ※特に施策を講じない場合 16.1％ （R22） 
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第２章 防災指針の策定について 

 

１．基本的な考え方 

近年の自然災害の頻発化・激甚化に対応するため、令和２年に都市再生特別措置法が改正され、立

地適正化計画に防災指針の策定が位置付けられました。 

そのため、本町においても、災害リスクの分析に基づく防災対策の取り組みを推進するため、防災

指針の策定を行います。 

 

 

２．防災指針の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関
連
計
画 

遠賀町都市計画マスタープラン 

【町の計画】 

北九州都市圏 
都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

第 6 次遠賀町総合計画 
遠賀町国土強靭化地域計画 

【公共交通分野（特に連携が重要）】 

・遠賀町地域公共交通計画 

上
位
計
画 

＜遠賀町立地適正化計画と防災指針の位置づけ＞ 
 

整合・連携 

即す 

【県の計画】 

【都市計画の決定・変更】 

・土地利用 

・都市施設 

・市街地開発事業 

・地区計画 など 

即す 

遠賀町立地適正化計画 

調和（都市計画マスタープランの一部） 

【誘導すべき都市機能に関わる分野】 

「医療」「福祉」「商業」「教育文化」「住宅」に

関する計画 など 

【その他関連する主な計画】 

・遠賀町公共施設等総合管理計画 

・遠賀川駅南地区まちづくり構想 など 

防災指針 

【防災に関連する主な計画】 

・遠賀町地域防災計画 など 
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３．防災指針策定のフロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現計画の検証、整理 

（災害ハザードの整理） 

災害リスクの分析 

（災害リスクと都市構造との重ね合わせ） 

課題の分析及び抽出 

（災害リスクと地域課題の整理） 

各区域の対応方針の検討 

（災害リスクと居住誘導区域設定の対応方針の整理） 

（災害リスクと地区ごとの対応方針の整理） 

防災まちづくりの将来像、取組方針の検討 

（地域課題を踏まえた取組方針の検討） 

防災まちづくりの具体的な取組、スケジュール、目標値の検討 

（具体的なハード、ソフトの取組の検討） 

（取組スケジュールと評価指標、目標値の検討） 

必
要
⎞
応
⎋
誘
導
区
域
等
⎡
検
討 
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第３章 現計画の検証、整理 

 

１．現計画の検証、整理 

 

（１）遠賀町地域防災計画（令和 6 年 3 月） 

 

 遠賀町地域防災計画では、本町における災害の危険性、及び災害想定について以下の内容が示され

ている。 

 

①風水害（地域防災計画 P12、P13、P14） 

風水害として想定されている主な災害は、以下のとおりである。 

○台風に伴う大雨による河川等の氾濫、浸水等による災害 

○台風に伴う強風による家屋の倒壊等による災害 

○大雨に伴う河川等の氾濫、浸水等による災害 

○台風、その他の大雨による土砂災害 

○台風による高潮災害（遠賀川、西川等を遡上した場合） 
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②地震動（地域防災計画 P13,14） 

本町において大きな被害が想定されるのは、西山断層による地震と直下型地震であり、最大被害

の概要は次のように想定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③液状化（地域防災計画 P15） 

  地震に伴う液状化による被害について、福岡県防災アセスメント調査によると、西山断層、福智

山断層の地震が発生した場合、遠賀町の平野部のほとんどが液状化危険度の「高い」地域（5段階評

価で「極めて高い」に次ぐランク）とされている。 
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④津波災害（地域防災計画 P15、P16） 

津波災害については、玄界灘沿岸において、対馬海峡東の断層、西山断層（F60）の津波浸水想

定として、津波により、西川、吉原川に面した地盤の低い箇所で、地震による堤防の沈下・損壊に

よる浸水が想定され、浸水面積は 2ha とされている。その場合の津波浸水深は、一部に 0.3ｍ以上

1ｍ未満の区域があるが、ほとんどは 0.3ｍ未満となっている。 
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（２）遠賀町防災ハザードマップ 

①洪水 

 遠賀川、西川の河川洪水浸水が本町の平地部の大部分で懸念される状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

遠賀町防災 
ハザードマップ 

 
 
 

ＱＲ 
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②土砂災害 

 土砂災害については、北部、西部の山地形で各所にリスク区域が点在している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



13 

 

③ため池 

 ため池浸水は、西部の山地形に点在するため池によって、低地への浸水が懸念される状況である。 
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④津波 

 津波浸水は、遠賀川水系、西川、吉原川河岸の一部で懸念される状況である。 
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⑤地震 

 地震による震度分布では、町内の一部区域で震度 6 強の発生が懸念される状況である。 
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⑥高潮 

 高潮による浸水が本町の平地部の大部分で懸念される状況である。 
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第４章 防災指針の検討 

 

１．災害リスクの概要 

  主な災害ハザードの概要と規模について整理する。 

 

（１）土砂災害 

   福岡県が指定した急傾斜地の崩壊、土石流に関する土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域

が指定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：福岡県砂防課 HP 

 

（２）洪水 

   想定し得る最大規模の降雨による洪水で河川が氾濫した場合の浸水状況を示したもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：遠賀町防災ハザードマップ 

 

  

土石流 急傾斜地の崩壊 

山や谷の土砂や岩石などが、梅雨

や台風期の長雨や集中豪雨によっ

て水と一体になり、一気に下流へ

と押し流されるもの。 

雨や地震などの影響によって、土

の抵抗力が弱まり、急激に斜面が

崩れ落ちること。 
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（３）津波 

   福岡県が公表した、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定される津波の浸

水域と浸水深を示したもの。 

 

（４）高潮 

   日本に接近した台風のうち既往最大の台風を基本とするだけでなく、台風経路についても各沿

岸で高潮偏差が最大となり、施設では防ぐことができないような最悪の事態を想定したもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：福岡県 HP 

 

 

（５）ため池浸水 

   ため池の堤防が決壊し、満水状態の水が全て流出した場合の浸水状況を示したもの。 
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２．災害リスクの分析 

  災害ハザード情報、リスク分析のための重ね合わせ方法等について整理する。 

表 災害ハザード情報と重ね合わせ情報 

災害種別 災害ハザード情報 重ね合わせ情報 

水

害 

洪水 ○洪水浸水想定区域（想定最大規模 L2＊1） 

○洪水浸水想定区域（計画規模 L1＊2） 

○家屋倒壊等氾濫想定区域（想定最大規模 L2＊1） 

〇浸水継続時間（想定最大規模 L2＊1） 

【基本情報】 

○用途地域 

〇都市機能誘導区域 

○居住誘導区域 

〇幹線道路、鉄道駅 

【現況】 

○人口(住民基本台帳(R5 年 3 月)) 

○高齢者(住民基本台帳(R5 年 3 月)) 

○建物・住宅(R5 年度都市計画基礎調査) 

○指定避難所・指定避難場所 

○公共公益施設（各種施設） 

津波 ○津波浸水想定区域（想定最大規模） 

高潮 ○高潮浸水想定区域（想定最大規模） 

ため池 ○ため池浸水想定区域 

土

砂

災

害 

土砂災害 ○土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン） 

○土砂災害警戒区域（イエローゾーン） 

＊1 想定最大規模（L2）とは、水防法第 14 条第 1 項に規定する、想定しうる最大規模の降雨規模。1,000 年に 1 回程度

を想定。 

＊2 計画規模（L１）とは、洪水防御に関する計画規模の降雨規模。１５０ 年に 1 回程度を想定。 

 

表 災害ハザード情報と居住誘導 

災害種別 災害ハザード情報 居住誘導区域の位置づけ（都市計画運用指針） 

洪水 ○洪水浸水想定区域（想定最

大規模 、計画規模） 

○家屋倒壊等氾濫想定区域

（想定最大規模 ） 

〇浸水計画時間（想定最大規

模） 

災害リスク、警戒避難体制の整備状況、災害を防止し、又は軽

減するための施設の整備状況や整備見込み等を総合的に勘案

し、居住を誘導することが適当ではないと判断される場合は、

原則として、居住誘導区域に含まないこととすべき区域 

高潮 ○高潮浸水想定区域（想定最

大規模） 

ため池 ○ため池浸水想定区域 なし 

土砂災害 ○土砂災害特別警戒区域（レ

ッドゾーン） 

都市再生特別措置法第８１条第１９項、同法施行令第３０条に

より、居住誘導区域に含まないこととされている区域 

○土砂災害警戒区域（イエロ

ーゾーン） 

災害リスク、警戒避難体制の整備状況、災害を防止し、又は軽

減するための施設の整備状況や整備見込み等を総合的に勘案

し、居住を誘導することが適当ではないと判断される場合は、

原則として、居住誘導区域に含まないこととすべき区域 

 

災害ハザード情報ではありませんが、大規模盛土造成地については、居住誘導区域内の対策を立地適

正化計画等に位置付け、安全性の確保に努めることとされているため整理します。 

表 その他整理情報 

種別 出典元 

大規模盛土造成地 福岡県大規模盛土造成地マップ 
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（１）土砂災害 

土砂災害については、町域の北部、西部の山地において、土砂災害特別警戒区域及び土砂災害

警戒区域が分布している。居住誘導区域においては、土砂災害特別警戒区域や土砂災害警戒区域

は含まれないが、一部、土砂災害警戒区域に隣接している区域がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

土砂災害警戒区域が居住誘導区

域に隣接している。 
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（２）洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨） 

   想定最大規模降雨による浸水想定区域を見ると、居住誘導区域の大部分で 0.5ｍ以上 3.0m 未満

の浸水区域となっている。本町市街地で浸水深 0.5ｍ以上、市街地の周辺部では浸水深 3.０ｍ以

上となることが想定されている。 

居住誘導区域において、浸水深 0.5ｍ以上の平屋の建物は 1,208 棟、浸水深 3.0ｍ以上の 2 階

建ての建物は 468 棟が存在しており、垂直避難が困難な状況となる。 
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居住誘導区域

区分 面積 １階、２階 建物数

ha 総数 1階 2階

0.5ｍ未満 2.84 103 33 70

0.5ｍ以上3.0ｍ未満 190.48 3,731 960 2,771

3.0ｍ以上5.0ｍ未満 65.02 716 248 468

計 258.34 4,550 1,241 3,309
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（総人口分布・高齢者人口分布） 

 ・人口分布では、居住誘導区域等の人口集積地においては、多くが 0.5ｍ以上 3.０m 未満の浸水区

域となっている。 

 ・高齢者人口分布でも、人口集積地において、多くが 0.5ｍ以上 3.０m 未満の浸水区域となってい

る。 

（建物階数・避難所 500ｍ圏域外の住宅系建物） 

 ・建物階数から浸水深に対し、垂直避難が困難な建物は、西川河岸の市街地に多く見られる。 

 ・避難所・避難場所（洪水・高潮対象）は主に浸水区域外にある。 

・垂直避難の困難な建物が多く、高齢者の徒歩による水平避難（500m 圏域）も困難な建物も多い

状況である。 

（公共公益施設） 

・対象となる小学校（3 校）の全てが、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 

・対象となる子育て支援施設（9 施設）の全てが、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 

・対象となる医療施設（19 施設）のうち、18 施設については、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内と

なっている。 

・対象となる介護福祉施設（24 施設）のうち、17 施設については、浸水深 0.5m 以上の浸水区域

内となっている。また、このうち、１施設は浸水深 3.0ｍ以上の浸水区域内の平屋である。 

・対象となる障がい者支援施設（5 施設）のうち、2 施設については、浸水深 0.5m 以上の浸水区

域内となっている。 

 

 ※徒歩圏について 

  下記の「都市構造の評価に関するハンドブック(H26.8)」によれば、一般的な徒歩圏は半径

800m、高齢者の徒歩圏は半径 500m となっている。防災指針では、災害時要配慮者への対応

が基本となるため徒歩圏は半径 500m となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     出典：都市構造の評価に関するハンドブック(H26.8)P10 
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図 洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨）の重ね図 

  
洪水浸水想定区域／R5 総人口分布 重ね 

メッシュ当り人口 

（100×100ｍ） 

・居住誘導区域等の人口集積地の多くが、平屋の建物が垂直避難困難となる 0.5ｍ以上 3.0m 未満の

浸水区域となっている。 

 

・居住誘導区域の遠賀川駅周辺地区、田園地区、浅木地区において、平屋の建物が垂直避難困難とな

る 0.5ｍ以上 3.0m 未満の浸水区域内における人口が集積している状況である。 

 

・居住誘導区域である遠賀川駅周辺の人口が集積した区域の一部で、２階建ての建物においても垂直

避難困難となる 3.0ｍ以上の浸水が想定されている。 

居住誘導区域である遠賀川

駅周辺の人口が集積した区

域の一部で 3.0ｍ以上の浸水

が想定されている。 

田園地区 

遠賀川駅周辺地区 

浅木地区 

吉
原

川
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図 洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨）の重ね図 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

洪水浸水想定区域／R5 高齢者人口分布 重ね 

メッシュ当り人口 

（100×100ｍ） 

居住誘導区域である遠

賀川駅周辺の高齢者人

口が集積した区域の一部

で 3.0ｍ以上の浸水が想

定されている。 

・居住誘導区域等の高齢者人口集積地の多くが、平屋の建物が垂直避難困難となる 0.5ｍ以上 3.0m

未満の浸水区域となっている。 

 

・居住誘導区域の遠賀川駅周辺地区、田園地区、浅木地区において、平屋の建物が垂直避難困難とな

る 0.5ｍ以上 3.0m 未満の浸水区域内における高齢者人口が集積している状況である。 

 

・居住誘導区域である遠賀川駅周辺の高齢者人口が集積した区域の一部で、２階建ての建物において

も垂直避難困難となる 3.0ｍ以上の浸水が想定されている。 

田園地区 遠賀川駅周辺地区 

浅木地区 

吉
原

川
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図 洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨）の重ね図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

洪水浸水想定区域／垂直避難が困難な建物 重ね 

洪水浸水エリア内で垂直避難が困難な建物： 
 浸水深 0.5ｍ以上 1Ｆ 
 浸水深 3.0ｍ以上 1Ｆ、2Ｆ 

居住誘導区域である遠賀川駅

周辺の中心市街地部分で垂

直避難が困難な建物が多く存

在する。 

・垂直避難が困難となる、浸水深が０.５ｍ以上の平屋および浸水深が３.０ｍ以上となる２階建ての建物

は、平地市街地部分に広く想定されているが、特に西川河岸沿線に多く見られる。 

 

・垂直避難が困難な建物は、居住誘導区域に広く想定されているが、中でも遠賀川駅周辺の中心市街

地部分で垂直避難が困難な建物が多く存在している。

吉
原

川
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図 洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨）の重ね図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洪水浸水想定区域／避難所・避難場所と水平避難が困難かつ垂直避難が困難な建物 重ね 

高齢者の水平避難が困難な建物 
 洪水・高潮対象の避難所・避難場所から 

５００ｍ圏外 
洪水浸水エリア内で垂直避難が困難な建物： 
 浸水深 0.5ｍ以上 1Ｆ 
 浸水深 3.0ｍ以上 1Ｆ、2Ｆ 

※避難可能建物については、本重ね図においては考慮していない。 

居住誘導区域である遠賀川駅

周辺の中心市街地部分で、高

齢者の徒歩による水平避難が

困難かつ垂直避難が困難な建

物が多く存在する。 

・避難所・避難場所（洪水・高潮対象）から５００ｍ圏外の高齢者の徒歩による水平避難が困難かつ垂直

避難が困難な建物は、河川沿いの平地市街地部分に広く存在している。 

 

・居住誘導区域における、高齢者の徒歩による水平避難が困難かつ垂直避難が困難な建物は、西川沿

いに広く想定されているが、中でも遠賀川駅周辺の中心市街地部分で、多く存在している。

吉
原

川
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図 洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨）の重ね図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洪水浸水想定区域／避難所・避難場所 重ね 

※ここで示す避難所・避
難場所は洪水浸水想定
区域の浸水深 0.5ｍ以
上 が 想 定 さ れ る 避 難
所・避難場所を記載。 

・床上浸水に相当する浸水深 0.5ｍ以上となる避難所・避難場所は、平地市街地部分に広く想定されて

いる。 

 

・町内の避難所・避難場所全 59 施設のうち、40 施設（６８％）については、浸水深 0.5m 以上の浸水が

想定されている。
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図 洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨）の重ね図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

洪水浸水想定区域／公共公益施設 重ね 

※ここで示す公共公益
施設は洪水浸水想定
区域の浸水深 0.5ｍ
以上が想定される公
共公益施設を記載。 

・床上浸水に相当する浸水深 0.5ｍ以上となる公共公益施設は、平地市街地部分に広く想定されている。 

・対象となる小学校（3 校）の全てが、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 

・対象となる子育て支援施設（9 施設）の全てが、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 

・対象となる医療施設（19 施設）のうち、18 施設については、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 

・対象となる介護福祉施設（24 施設）のうち、17 施設については、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 

 また、このうち、１施設は浸水深 3.0ｍ以上の浸水区域内の平屋である。 

・対象となる障がい者支援施設（5 施設）のうち、2 施設については、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 

 



29 

 

（３）洪水浸水想定区域（計画規模降雨） 

   計画降雨規模による浸水想定区域を見ると、居住誘導区域の多くで 0.5ｍ以上 3.0m 未満の浸水

区域となっている。本町市街地で浸水深 0.5ｍ以上、JR 遠賀川駅南側の区域では浸水深 3.0m 以

上となることが想定されている。 

居住誘導区域において、浸水深 0.5ｍ以上の平屋の建物は 852 棟、浸水深 3.0ｍ以上の 2 階建

ての建物は 4 棟が存在しており、垂直避難が困難な状況となる。 

 

 

 

 

 

 

 

  
吉

原
川

 

 

居住誘導区域

区分 面積 １階、２階 建物数

ha 総数 1階 2階

0.5ｍ未満 35.92 1,248 235 1,013

0.5ｍ以上3.0ｍ未満 167.93 2,968 850 2,118

3.0ｍ以上 26.27 6 2 4

計 230.12 4,222 1,087 3,135
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（総人口分布・高齢者人口分布） 

 ・人口分布では、居住誘導区域等の人口集積地においては、多くが 0.5m 以上 3.０m 未満の浸水区

域となっている。 

 ・高齢者人口分布でも、人口集積地において、多くが 0.5m 以上 3.０m 未満の浸水区域となってい

る。 

（建物階数・避難所 500ｍ圏域外の住宅系建物） 

 ・建物階数から浸水深に対し、垂直避難が困難な建物は、西川河岸の市街地等において見られる。 

 ・避難所・避難場所（洪水・高潮対象）は主に浸水区域外にある。 

・垂直避難の困難な建物が多く、高齢者の徒歩による水平避難（500m 圏域）も困難な建物も多い

状況である。 

（公共公益施設） 

・対象となる小学校（3 校）の全てが、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 

・対象となる子育て支援施設（9 施設）のうち、6 施設については、浸水深 0.5m 以上の浸水区域

内となっている。 

・対象となる医療施設（19 施設）のうち、13 施設については、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内と

なっている。 

・対象となる介護福祉施設（24 施設）のうち、14 施設については、浸水深 0.5m 以上の浸水区域

内となっている。 

・対象となる障がい者支援施設（5 施設）のうち、2 施設については、浸水深 0.5m 以上の浸水区

域内となっている。 
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図 洪水浸水想定区域（計画規模降雨）の重ね図 

  
洪水浸水想定区域／R5 総人口分布 重ね 

メッシュ当り人口 

（100×100ｍ） 

・想定最大規模降雨に比べると浸水深は浅いものの、居住誘導区域等の人口集積地の多くが、平屋の建

物が垂直避難困難となる 0.5ｍ以上 3.0m 未満の浸水区域となっている。 

 

・居住誘導区域の遠賀川駅周辺地区、田園地区、浅木地区において、平屋の建物が垂直避難困難とな

る 0.5ｍ以上 3.0m 未満の浸水区域内における人口が集積している状況である。 

遠賀川駅周辺地区 田園地区 

浅木地区 
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図 洪水浸水想定区域（計画規模降雨）の重ね図 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

洪水浸水想定区域／R5 高齢者人口分布 重ね 

メッシュ当り人口 

（100×100ｍ） 

遠賀川駅周辺地区 

田園地区 

浅木地区 

・想定最大規模降雨に比べると浸水深は浅いものの、居住誘導区域等の高齢者人口集積地の多くが、

平屋の建物が垂直避難困難となる 0.5ｍ以上 3.0m 未満の浸水区域となっている。 

 

・居住誘導区域の遠賀川駅周辺地区、田園地区、浅木地区において、平屋の建物が垂直避難困難とな

る 0.5ｍ以上 3.0m 未満の浸水区域内における高齢者人口が集積している状況である。 
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図 洪水浸水想定区域（計画規模降雨）の重ね図 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

洪水浸水想定区域／垂直避難が困難な建物 

居住誘導区域である遠賀川駅

周辺の中心市街地部分で垂

直避難が困難な建物が多く存

在する。 

洪水浸水エリア内で垂直避難が困難な建物： 
 浸水深 0.5ｍ以上 1Ｆ 
 浸水深 3.0ｍ以上 1Ｆ、2Ｆ 

・垂直避難が困難となる、浸水深が０.５ｍ以上の平屋および浸水深が３.０ｍ以上となる２階建ての建物

は、想定最大規模降雨に比べると減少するが、平地市街地部分に広く想定されている。特に西川河岸

の沿線に多く見られる。 

 

・垂直避難が困難な建物は、居住誘導区域に広く想定されている。想定最大規模降雨に比べると減少す

るが、遠賀川駅周辺の中心市街地部分で垂直避難が困難な建物が多く存在している。
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図 洪水浸水想定区域（計画規模降雨）の重ね図 
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洪水浸水想定区域／避難所・避難場所と水平避難が困難かつ垂直避難が困難な建物 

※避難可能建物については、本重ね図においては考慮していない。 

高齢者の水平避難が困難な建物 
 洪水・高潮対象の避難所・避難場所から 

５００ｍ圏外 
洪水浸水エリア内で垂直避難が困難な建物： 
 浸水深 0.5ｍ以上 1Ｆ 
 浸水深 3.0ｍ以上 1Ｆ、2Ｆ 

居住誘導区域である遠賀川駅

周辺の中心市街地部分で、高

齢者の徒歩による水平避難が

困難かつ垂直避難が困難な建

物が多く存在する。 

・避難所・避難場所（洪水・高潮対象）から５００ｍ圏外の高齢者の徒歩による水平避難が困難かつ垂直

避難が困難な建物は、想定最大規模降雨に比べると減少するが、河川沿いの平地市街地部分に広く

存在する。 

 

・居住誘導区域における、高齢者の徒歩による水平避難が困難かつ垂直避難が困難な建物は、想定最

大規模降雨に比べると減少するが、遠賀川駅周辺の中心市街地部分で多く存在している。
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図 洪水浸水想定区域（計画規模降雨）の重ね図 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

吉
原

川
 

洪水浸水想定区域／避難所・避難場所 重ね 

※ここで示す避難所・避
難場所は洪水浸水想定
区域の浸水深 0.5ｍ以
上 が 想 定 さ れ る 避 難
所・避難場所を記載。 

・床上浸水に相当する浸水深 0.5ｍ以上となる避難所・避難場所は、想定最大規模降雨に比べると減少

するが、河川沿いの市街地部分に広く想定されている。 

 

・町内の避難所・避難場所全 59 施設のうち、22 施設（37％）については、浸水深 0.5m 以上の浸水が

想定されている。
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図 洪水浸水想定区域（計画規模降雨）の重ね図 
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洪水浸水想定区域／公共公益施設 重ね 

※ここで示す公共公益
施設は洪水浸水想定
区域の浸水深 0.5ｍ
以上が想定される公
共公益施設を記載。 

・床上浸水に相当する浸水深 0.5ｍ以上となる公共公益施設は、河川沿いの市街地部分に広く想定されている。 

・対象となる小学校（3 校）の全てが、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 

・対象となる子育て支援施設（9 施設）のうち、6 施設については、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 

・対象となる医療施設（19 施設）のうち、13 施設については、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 

・対象となる介護福祉施設（24 施設）のうち、14 施設については、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 

・対象となる障がい者支援施設（5 施設）のうち、2 施設については、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 
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（４）浸水継続時間（想定最大規模降雨） 

浸水継続時間による浸水想定区域を見ると、居住誘導区域の大部分で 12 時間以上の浸水区域

となっている。 

居住誘導区域において、48 時間（２日）以上の浸水継続区域も遠賀川駅周辺において 1,04１

棟が存在する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※浸水深 0.5m 以上の浸水継続時間 

遠賀川駅周辺

地区 

48 時間（２日）以上の浸水継続時間が想定されている。 

居住誘導区域

区分 面積 １階、２階 建物数

ha 総数 1階 2階

12時間未満 12.19 287 48 239

12以上24時間未満 84.36 1,732 363 1,369

24以上48時間未満 88.89 1,490 441 1,049

48時間以上 90.33 1,041 390 651

計 275.77 4,550 1,242 3,308
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（総人口分布・高齢者人口分布） 

 ・人口分布では、居住誘導区域等の人口集積地においては、一部が 24 時間以上の浸水区域となっ

ている。 

 ・高齢者人口分布でも、人口集積地において、一部が 24 時間以上の浸水区域となっている。 

（公共公益施設） 

・対象となる小学校（3 校）の全てが 24 時間以上、浸水深 0.5m 以上の浸水区域外となってい

る。 

・対象となる子育て支援施設（9 施設）のうち、4 施設は 24 時間以上、浸水深 0.5m 以上の浸水

区域内となっている。 

・対象となる医療施設（19 施設）のうち、9 施設は 24 時間以上、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内

となっている。 

・対象となる介護福祉施設（24 施設）のうち、8 施設は 24 時間以上、浸水深 0.5m 以上の浸水区

域内となっている。 

・対象となる障がい者支援施設（5 施設）のうち、2 施設は 24 時間以上、浸水深 0.5m 以上の浸

水区域内となっている。 
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図 浸水継続時間（想定最大規模降雨）の重ね図 

  
浸水継続時間／R5 総人口分布 重ね 

メッシュ当り人口 

（100×100ｍ） 

田園地区 遠賀川駅周辺地区 

浅木地区 

・河川沿いの人口集積地において、床上浸水に相当する浸水深 0.5ｍ以上、浸水継続時間２４時間（１

日）以上となっている。 

 

・居住誘導区域においては、遠賀川駅周辺地区、田園地区、浅木地区において、床上浸水に相当する

浸水深 0.5ｍ以上、浸水継続時間２４時間（１日）以上の浸水区域内における人口が集積している状況

である。 

※浸水深 0.5m 以上の浸水継続時間 
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図 浸水継続時間（想定最大規模降雨）の重ね図 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

浸水継続時間／R5 高齢者人口分布 重ね 

メッシュ当り人口 

（100×100ｍ） 

遠賀川駅周辺地区 

浅木地区 

田園地区 

・河川沿いの高齢者人口集積地において、床上浸水に相当する浸水深 0.5ｍ以上、浸水継続時間２４時

間（１日）以上となっている。 

 

・居住誘導区域においては、遠賀川駅周辺地区、田園地区、浅木地区において、床上浸水に相当する

浸水深 0.5ｍ以上、浸水継続時間２４時間（１日）以上の浸水区域内における高齢者人口が集積してい

る状況である。 

※浸水深 0.5m 以上の浸水継続時間 
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図 浸水継続時間（想定最大規模降雨）の重ね図 

  

吉
原

川
 

浸水継続時間／避難所・避難場所 重ね 

※ここで示す避難所・避
難場所は洪水浸水想定
区域の浸水深 0.5ｍ以
上、浸水継続時間２４
時間以上が想定される
避難所・避難場所を記
載。 

・床上浸水に相当する浸水深 0.5ｍ以上、浸水継続時間２４時間（１日）以上となる避難所・避難場所

は、河川沿いの市街地部分に想定されている。 

 

・町内の避難所・避難場所全 59 施設のうち、12 施設（２０％）については、浸水深 0.5m 以上、浸水継

続時間２４時間（１日）以上の浸水が想定されている。

※浸水深 0.5m 以上の浸水継続時間 
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図 浸水継続時間（想定最大規模降雨）の重ね図 

  
浸水継続時間／公共公益施設 重ね 

※ここで示す公共公益施
設は洪水浸水想定区域
の浸水深 0.5ｍ以上、
浸水継続時間２４時間
以上が想定される公共
公益施設を記載。 

・床上浸水に相当する浸水深 0.5ｍ以上、浸水継続時間２４時間（１日）以上となる公共公益施設は、河川沿いの市街地

部分に想定されている。 

・対象となる小学校（3 校）の全てが 24 時間以上、浸水深 0.5m 以上の浸水区域外となっている。 

・対象となる子育て支援施設（9 施設）のうち、4 施設は 24 時間以上、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 

・対象となる医療施設（19 施設）のうち、9 施設は 24 時間以上、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 

・対象となる介護福祉施設（24 施設）のうち、8 施設は 24 時間以上、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 

・対象となる障がい者支援施設（5 施設）のうち、2 施設は 24 時間以上、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 

※浸水深 0.5m 以上の浸水継続時間 
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（５）家屋倒壊等氾濫想定区域（想定最大規模降雨） 

   家屋倒壊等氾濫想定区域は、想定最大規模のシミュレーションをもとに、「家屋倒壊等」をもた

らすような氾濫の発生が予想される区域を示したものである。 

   氾濫流は、遠賀川左岸の区域であり、河岸侵食は、西川河岸である。 

家屋倒壊等氾濫想定区域の建物は氾濫流によるものが 25 棟、河岸侵食によるものが 13 棟の計

38 棟が存在している。うち木造は 29 棟である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

居住誘導区域

区分 面積 建物数

ha 総数 木造 木造以外

氾濫流 2.18 25 22 3

河岸浸食 2.41 13 7 6

計 4.59 38 29 9

遠
賀
川 

西
川 

河岸侵食 

 

河岸侵食 

氾濫流 

西
川 

河
岸
侵
食 

氾濫流 
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（総人口分布・高齢者人口分布） 

 ・人口分布では、遠賀川河岸（氾濫流）の一部が居住誘導区域にかかる状況であり、居住誘導区域

外でも一部の住宅地・集落地が家屋倒壊等氾濫想定区域となっている。 

 ・高齢者人口分布では、遠賀川河岸（氾濫流）の一部の住宅地・集落地が家屋倒壊等氾濫想定区域

となっている。 

（建物構造・避難所 500ｍ圏域外の住宅系建物） 

 ・建物構造が木造の建物が多く見られる。 

 ・上記の建物は、避難所・避難場所（洪水・高潮対象）から 500m 圏域外となっている。 

また、避難所・避難場所のうち、河岸侵食で 2 施設が影響をうける可能性がある。 

（公共公益施設） 

・対象となる小学校（3 校）の全てが対象区域外となっている。 

・対象となる子育て支援施設（9 施設）の全てが対象区域外となっている。 

・対象となる医療施設（19 施設）のうち、1 施設については西川河岸（河岸侵食）に影響を受ける

ことが想定される。 

・対象となる介護福祉施設（24 施設）のうち、3 施設については西川河岸（河岸侵食）に影響を受

けることが想定される。 

・対象となる障がい者支援施設（5 施設）のうち、1 施設については西川河岸（河岸侵食）に影響

を受けることが想定される。 
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図 家屋倒壊等氾濫想定区域（想定最大規模降雨）の重ね図 

 

 

 

 

 

 

 

  

家屋倒壊等氾濫想定区域／R5 総人口分布 重ね 

メッシュ当り人口 

（100×100ｍ） 

氾濫流 

遠
賀
川 

西
川 

西
川 

・氾濫流は、遠賀川左岸の区域であり、河岸侵食は、西川河岸である。 

 

・遠賀川河岸（氾濫流）の一部が居住誘導区域にかかる状況であり、居住誘導区域外でも一部の住宅

地・集落地が家屋倒壊等氾濫想定区域となっている。人口分布としては中程度の集積エリアに一部か

かっている。 

 河岸侵食 
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図 家屋倒壊等氾濫想定区域（想定最大規模降雨）の重ね図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

  

家屋倒壊等氾濫想定区域／R5 高齢者人口分布 重ね 

メッシュ当り人口 

（100×100ｍ） 

遠
賀
川 

氾濫流 

西
川 

西
川 

・氾濫流は、遠賀川左岸の区域であり、河岸侵食は、西川河岸である。 

 

・遠賀川河岸（氾濫流）の一部が居住誘導区域にかかる状況であり、居住誘導区域外でも一部の住宅

地・集落地が家屋倒壊等氾濫想定区域となっている。高齢者人口分布としては中程度の集積エリアに

一部かかっている。 

河岸侵食 



47 

 

図 家屋倒壊等氾濫想定区域（想定最大規模降雨）の重ね図 

 

 

 

 

 

 

 

  

家屋倒壊等氾濫想定区域／住宅系建物 重ね 

氾濫流 

遠
賀
川 

西
川 

西
川 

河
岸
侵
食 

・氾濫流は、遠賀川左岸の区域であり、河岸侵食は、西川河岸である。 

 

・遠賀川河岸（氾濫流）の一部が居住誘導区域にかかる状況であり、居住誘導区域外でも一部の住宅

地・集落地が家屋倒壊等氾濫想定区域となっている。 
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図 家屋倒壊等氾濫想定区域（想定最大規模降雨）の重ね図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

  

 

 

  

家屋倒壊等氾濫想定区域／避難所・避難場所と水平避難が困難な建物 重ね 

避難所・避難場所 2 箇所が
河岸侵食による影響を受け
る可能性がある 

氾濫流 

遠
賀
川 西

川 

西
川 

河
岸
侵
食 

 河岸侵食 

・氾濫流は、遠賀川左岸の区域であり、河岸侵食は、西川河岸である。 

 

・避難所・避難場所 2 箇所が河岸侵食による影響を受ける可能性がある 

家屋倒壊危険区域 
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図 家屋倒壊等氾濫想定区域（想定最大規模降雨）の重ね図 

 

 

 

 

 

 

 

  

家屋倒壊等氾濫想定区域／公共公益施設 重ね 

※ここで示す公共公益施
設は家屋倒壊等氾濫の
影響を受ける可能性が
ある公共公益施設を記
載。 

西川河岸（河岸侵食）の影
響を受ける可能性がある公
共公益施設 

・対象となる小学校（3 校）の全てが対象区域外となっている。 

・対象となる子育て支援施設（9 施設）の全てが対象区域外となっている。 

・対象となる医療施設（19 施設）のうち、1 施設については西川河岸（河岸侵食）に影響を受けることが想定される。 

・対象となる介護福祉施設（24 施設）のうち、3 施設については西川河岸（河岸侵食）に影響を受けることが想定さ

れる。 

・対象となる障がい者支援施設（5 施設）のうち、1 施設については西川河岸（河岸侵食）に影響を受けることが想定

される。  

氾濫流 

西
川 

 河岸侵食 
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（６）津波浸水想定区域 

津波浸水想定区域は、居住誘導区域への影響はなく、居住誘導区域外の西川、吉原川河岸の一

部でかかることが想定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

吉
原

川
 

拡大図 

拡大図 
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（７）高潮浸水想定区域（想定最大規模） 

高潮浸水想定区域は、居住誘導区域外の西川、吉原川沿岸部で浸水深が 3.0m 以上となること

が想定されており、居住誘導区域では、0.5ｍ以上 3.0m 未満の浸水区域が多く占める。 

居住誘導区域において、浸水深 0.5ｍ以上の平屋の建物は 773 棟存在している。浸水深 3.0ｍ

以上の 2 階建ての建物は存在しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉
原

川
 

居住誘導区域

区分 面積 １階、２階 建物数

ha 総数 1階 2階

0.5ｍ未満 46.91 1,395 309 1,086

0.5ｍ以上3.0ｍ未満 163.46 2,473 773 1,700

3.0ｍ以上5.0ｍ未満 0.23 0 0 0

計 210.60 3,868 1,082 2,786
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（総人口分布・高齢者人口分布） 

 ・人口分布では、居住誘導区域等の人口集積地においては、多くが 0.5m 以上 3.０m 未満の浸水区

域となっている。 

 ・高齢者人口分布では、人口集積地において、多くが 0.5m 以上 3.０m 未満の浸水区域となってい

る。 

（建物階数・避難所 500ｍ圏域外の住宅系建物） 

 ・建物階数から浸水深に対し、垂直避難が困難な建物は、西川河岸の市街地に多く見られる。 

 ・また、避難所・避難場所（洪水・高潮対象）は主に浸水区域外にある。 

・垂直避難の困難な建物が多く、高齢者の徒歩による水平避難（500m 圏域）も困難な建物も多い

状況である。 

（公共公益施設） 

・対象となる小学校（3 校）は、いずれも浸水深 0.5m 未満の区域である。 

・対象となる子育て支援施設（9 施設）のうち、3 施設については浸水深 0.5m 以上の浸水区域内

となっている。 

・対象となる医療施設（19 施設）のうち、8 施設については浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっ

ている。 

・対象となる介護福祉施設（24 施設）のうち、7 施設については浸水深 0.5m 以上の浸水区域内と

なっている。 

・対象となる障がい者支援施設（5 施設）のうち、２施設については浸水深 0.5m 以上の浸水区域

内となっている。 
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図 高潮浸水想定区域（想定最大規模）の重ね図 

 

 

  

高潮浸水想定区域／R5 総人口分布 重ね 

メッシュ当り人口 

（100×100ｍ） 

遠賀川駅周辺地区 

浅木地区 

田園地区 

・居住誘導区域等の人口集積地の多くが、平屋の建物が垂直避難困難となる 0.5ｍ以上 3.0m 未満の浸

水区域となっている。 

 

・居住誘導区域の遠賀川駅周辺地区、田園地区、浅木地区において、平屋の建物が垂直避難困難とな

る 0.5ｍ以上 3.0m 未満の浸水区域内における人口が集積している状況である。 
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図 高潮浸水想定区域（想定最大規模）の重ね図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高潮浸水想定区域／R5 高齢者人口分布 重ね 

メッシュ当り人口 

（100×100ｍ） 

遠賀川駅周辺地区 

田園地区 

浅木地区 

・居住誘導区域等の高齢者人口集積地の多くが、平屋の建物が垂直避難困難となる 0.5ｍ以上 3.0m

未満の浸水区域となっている。 

 

・居住誘導区域の遠賀川駅周辺地区、田園地区、浅木地区において、平屋の建物が垂直避難困難とな

る 0.5ｍ以上 3.0m 未満の浸水区域内における高齢者人口が集積している状況である。 
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図 高潮浸水想定区域（想定最大規模）の重ね図 

 

 

  

吉
原

川
 

高潮浸水想定区域／垂直避難が困難な建物 重ね 

居住誘導区域である遠賀川駅

周辺の中心市街地部分で垂

直避難が困難な建物が多く存

在する。 

洪水浸水エリア内で垂直避難が困難な建物： 
 浸水深 0.5ｍ以上 1Ｆ 
 浸水深 3.0ｍ以上 1Ｆ、2Ｆ 

・垂直避難が困難となる、浸水深が０.５ｍ以上の平屋および浸水深が３.０ｍ以上となる２階建ての建物

は、河川沿いの市街地に広く存在している。 

 

・垂直避難が困難な建物は、居住誘導区域に広く想定されている。中でも遠賀川駅周辺の中心市街地

部分で垂直避難が困難な建物が多く存在している。
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図 高潮浸水想定区域（想定最大規模）の重ね図 

 

 

  

吉
原

川
 

高潮浸水想定区域／避難所・避難場所と水平避難が困難かつ垂直避難が困難な建物 重ね 

※避難可能建物については、本重ね図においては考慮していない。 

居住誘導区域である遠賀川駅

周辺の中心市街地部分で、高

齢者の徒歩による水平避難が

困難かつ垂直避難が困難な建

物が多く存在する。 

高齢者の水平避難が困難な建物 
 洪水・高潮対象の避難所・避難場所から 

５００ｍ圏外 
洪水浸水エリア内で垂直避難が困難な建物： 
 浸水深 0.5ｍ以上 1Ｆ 
 浸水深 3.0ｍ以上 1Ｆ、2Ｆ 

・避難所・避難場所（洪水・高潮対象）から５００ｍ圏外の高齢者の徒歩による水平避難が困難かつ垂直

避難が困難な建物は、河川沿いの平地市街地部分に広く存在している。 

 

・居住誘導区域における、高齢者の徒歩による水平避難が困難かつ垂直避難が困難な建物は、西川沿

いに広く想定されているが、中でも遠賀川駅周辺の中心市街地部分で多く存在している。
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図 高潮浸水想定区域（想定最大規模）の重ね図 
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高潮浸水想定区域／避難所・避難場所 重ね 

※ここで示す避難所・避
難場所は高潮浸水想定
区域の浸水深 0.5ｍ以
上 が 想 定 さ れ る 避 難
所・避難場所を記載。 

・床上浸水に相当する浸水深 0.5ｍ以上となる避難所・避難場所は、河川沿いの市街地部分に想定され

ている。 

 

・町内の避難所・避難場所全 59 施設のうち、16 施設（27％）については、浸水深 0.5m 以上の浸水が

想定されている。
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図 高潮浸水想定区域（想定最大規模）の重ね図 

 

 

  

高潮浸水想定区域／公共公益施設 重ね 

※ここで示す公共公益施
設は、高潮浸水想定区
域の浸水深 0.5ｍ以上
が想定される公共公益
施設を記載。 

・床上浸水に相当する浸水深 0.5ｍ以上となる公共公益施設は、西川沿いの市街地部分に想定されている。 

・対象となる小学校（3 校）は、いずれも浸水深 0.5m 未満の区域である。 

・対象となる子育て支援施設（9 施設）のうち、3 施設については浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 

・対象となる医療施設（19 施設）のうち、8 施設については浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 

・対象となる介護福祉施設（24 施設）のうち、7 施設については浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 

・対象となる障がい者支援施設（5 施設）のうち、２施設については浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。 
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（８）ため池浸水想定区域 

   ため池浸水想定区域は、ため池の堤防が決壊し、満水状態の水が全て流出した場合の浸水状況

を想定したものである。西部に点在するため池によって、市街地西側周辺への浸水が想定されて

いる。 

居住誘導区域内では、浸水深 0.5ｍ以上の平屋の建物が 2 棟存在している。 
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ため池浸水 

居住誘導区域

区分 面積 １階、２階 建物数

ha 総数 1階 2階

0.5ｍ未満 3.14 127 10 117

0.5ｍ以上3.0ｍ未満 0.25 15 2 13

計 3.39 142 12 130
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（総人口分布・高齢者人口分布） 

 ・人口分布では、人口の集積する田園地区の南西部においては、一部で 0.5ｍ以上の浸水区域とな

っている。 

 ・高齢者人口分布では、人口の集積する田園地区の北部においては、浸水区域外となっている。 

（建物階数・避難所・避難場所 500ｍ圏域外の住宅系建物） 

 ・建物階数から浸水深に対し、垂直避難が困難な建物は、居住誘導区域に 2 棟想定されている。 

 ・居住誘導区域内では、避難所・避難場所から 500m 圏域にあって水平避難が可能となっている。 

（公共公益施設） 

・対象となる公共公益施設について、いずれも浸水深 0.5m 未満の区域である。 
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図 ため池浸水想定区域の重ね図 

 

 

 

 

 

  

ため池浸水想定区域／R5 総人口分布 重ね 

メッシュ当り人口 

（100×100ｍ） 

田園地区 

ため池浸水 

・西部に点在するため池によって、市街地周辺への浸水が想定されている。 

 

・居住誘導区域では、人口の集積する田園地区の南西部において、一部で 0.5ｍ以上の浸水区域となっ

ている。 
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図 ため池浸水想定区域の重ね図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ため池浸水想定区域／R5 高齢者人口分布 重ね 

メッシュ当り人口 

（100×100ｍ） ため池浸水 

田園地区 

・西部に点在するため池によって、市街地周辺への浸水が想定されている。 

 

・居住誘導区域では、田園地区の南西部において、高齢者人口メッシュ当り 20-30 人の区域の一部で

0.5ｍ以上の浸水が想定されている。 
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図 ため池浸水想定区域の重ね図 
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ため池浸水想定区域／垂直避難が困難な建物 重ね 

洪水浸水エリア内で垂直避難が困難な建物： 
 浸水深 0.5ｍ以上 1Ｆ 
 浸水深 3.0ｍ以上 1Ｆ、2Ｆ 

田園地区 

・垂直避難が困難となる、浸水深が０.５ｍ以上の平屋および浸水深が３.０ｍ以上となる２階建ての建物

は、西部に点在するため池によって、市街地西側周辺に点在している。 

 

・居住誘導区域では、田園地区の南西部において、垂直避難が困難な建物が 2 棟存在している。 
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 図 ため池浸水想定区域の重ね図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ため池浸水想定区域／避難所・避難場所と水平避難が困難かつ垂直避難が困難な建物 重ね 

田園地区 

・垂直避難が困難となる、浸水深が０.５ｍ以上の平屋および浸水深が３.０ｍ以上となる２階建ての建物

は、西部に点在するため池によって、市街地西側周辺に点在している。 

 

・居住誘導区域では、田園地区の南西部において、垂直避難が困難な建物が 2 棟存在しているが、避

難所・避難場所から 500m 圏域にあって水平避難が可能となっている。 

高齢者の水平避難が困難な建物 
 洪水・高潮対象の避難所・避難場所から 

５００ｍ圏外 
洪水浸水エリア内で垂直避難が困難な建物： 
 浸水深 0.5ｍ以上 1Ｆ 
 浸水深 3.0ｍ以上 1Ｆ、2Ｆ 
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（9）大規模盛土造成地 

   大規模盛土造成地については、南部の居住誘導区域外で谷埋め型６箇所と腹付け型１箇所の合

計７箇所の盛土が分布しています。 

 

 ※大規模盛土造成地は、災害ハザード情報ではありませんが、居住誘導区域内の対策を立地適正化

計画等に位置付け、安全性の確保に努めることとされているため記載しています。 

  必要に応じ地盤の変異や湧水の状況を調査し、安全性の把握に努めます。 
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若葉台地区 

虫生津南地区 
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３．課題の分析及び抽出 
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３．課題の分析及び抽出 

  災害リスクの分析を踏まえ、課題を抽出する。 

表 災害リスクを踏まえた防災対応等にかかる課題 

種別 課題 

土砂災害 ・居住誘導区域内には、土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）は存在しない状

況。 

・田園地区の一部で、土砂災害警戒区域（イエローゾーン）に隣接している地域

について、避難体制の充実等による対応を要す状況。 

洪水浸水想定（想定

最大規模降雨） 

・居住誘導区域全域において、遠賀川、西川による洪水浸水が想定される状況。

浸水深は 0.5m～3.０m の区域が多いが、平屋の建物も多いことから、河川・

水路の整備、避難所・避難場所の設置等のハード対策とともに、避難体制の充

実等のソフト対策によるリスク低減が重要。 

・町内の避難所・避難場所全 59 施設のうち、40 施設（６８％）については、

浸水深 0.5m 以上の浸水が想定されている。また、小学校（3 校）の全て、子

育て支援施設（9 施設）の全て、医療施設（19 施設）のうち 18 施設、介護

福祉施設（24 施設）のうち 17 施設、障がい者支援施設（5 施設）のうち 2

施設については、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっている。また、このう

ち、介護福祉施設１施設は、浸水深 3.0ｍ以上の浸水区域内の平屋となってお

り、避難体制の充実等のソフト対策によるリスク低減が重要。 

洪水浸水想定（計画

規模降雨） 

・居住誘導区域の大部分において、遠賀川、西川による洪水浸水が想定される状

況。浸水深は 0.5m～3.０m の区域が多いが、平屋の建物も多いことから、河

川・水路の整備、避難所・避難場所の設置等のハード対策とともに、避難体制

の充実等のソフト対策によるリスク低減が重要。 

・町内の避難所・避難場所全 59 施設のうち、22 施設（37％）については、浸

水深 0.5m 以上の浸水が想定されている。また、小学校（3 校）の全て、子育

て支援施設（9 施設）のうち 6 施設、医療施設（19 施設）のうち 13 施設、

介護福祉施設（24 施設）のうち 14 施設、障がい者支援施設（5 施設）のう

ち 2 施設については、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となっており、避難体

制の充実等のソフト対策によるリスク低減が重要。 

浸水継続時間 ・居住誘導区域の一部において、浸水継続時間が 24 時間以上となることが想定

される状況、排水施設、避難所・避難場所の設置等のハード対策とともに、避

難体制の充実等のソフト対策によるリスク低減が重要。 

・町内の避難所・避難場所全 59 施設のうち、12 施設（２０％）については、

浸水深 0.5m 以上、浸水継続時間２４時間（１日）以上の浸水が想定されてい

る。また、子育て支援施設（9 施設）のうち 4 施設、医療施設（19 施設）の

うち 9 施設、介護福祉施設（24 施設）のうち 8 施設、障がい者支援施設（5

施設）のうち 2 施設は 24 時間以上、浸水深 0.5m 以上の浸水区域内となって

おり、避難体制の充実等のソフト対策によるリスク低減が重要。 
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種別 課題 

家屋倒壊等氾濫想定 ・居住誘導区域内の遠賀川河岸の一部区域（氾濫流）、及び西川河岸（河岸侵

食）において、家屋倒壊等氾濫想定区域となっているため、必要に応じて居住

誘導区域の見直しとともに、洪水浸水想定と同様のリスク低減が重要。 

・居住誘導区域外（広渡地区等）において、遠賀川河岸の一部区域（氾濫流）、

家屋倒壊等氾濫想定区域となっているため、避難体制の充実等のソフト対策に

よるリスク低減が重要。 

・居住誘導区域外の本町南部の西川（河岸侵食）右岸において、避難所・避難場

所（２施設）、介護福祉施設（3 施設）、障がい者支援施設（1 施設）が影響を

受けることが想定されるため、避難体制の充実等のソフト対策によるリスク低

減が重要。 

高潮浸水想定 ・居住誘導区域の大部分において、高潮浸水が想定される状況。水深は 0.5m～

3.０m の区域が多いが、平屋の建物も多いことから、河川・水路の整備等のハ

ード対策とともに、避難体制の充実等のソフト対策によるリスク低減が重要。 

・町内の避難所・避難場所全 59 施設のうち、16 施設（27％）については、浸

水深 0.5m 以上の浸水が想定されている。また、子育て支援施設（9 施設）の

うち 3 施設、医療施設（19 施設）のうち 8 施設、介護福祉施設（24 施設）

のうち 7 施設、障がい者支援施設（5 施設）のうち２施設については浸水深

0.5m 以上の浸水区域内となっており、避難体制の充実等のソフト対策による

リスク低減が重要。 

ため池浸水想定 ・居住誘導区域では、田園地区の一部でため池決壊による浸水が想定される区域

となっているため、堤体の整備等のハード対策とともに、避難体制の充実等の

ソフト対策によるリスク低減が重要。 

 

※本町では、浸水想定区域が市街地全体に想定されていますが、これら市街地はすでに人口密度の高

い居住地があり、JR 遠賀川駅をはじめ本町の都市基盤が整備されていることから、居住誘導区域から

除外することは現実的ではありません。町内の人口密集区域は高齢化も進んでおり、住民の安全・安

心な居住環境を確保することが第一に必要であることから、浸水想定区域については、ハード・ソフ

トの防災・減災対策の強化が重要となります。 
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図 災害リスクを踏まえた防災対応等にかかる主な課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

居住誘導区域内の 

家屋倒壊等氾濫が想定

される区域 

居住誘導区域内の 

ため池決壊による浸水

が想定される区域 

河岸浸食による影響が懸念

される介護福祉施設、障が

い者支援施設 

遠賀町の特徴【平地部の地盤が低い】 

【居住誘導区域全体的な課題】 

避難所・避難場所（洪水・高潮対象）は居住誘導区域外にあっ

て、居住誘導区域内の特に遠賀川駅周辺の中心市街地部分に、

高齢者の徒歩による水平避難が困難かつ垂直避難が困難な建物

が多数立地 

居住誘導区域に

土砂災害警戒区

域が隣接してい

る区域 

田園地区 広渡地区 

虫生津地区 

浅木地区 
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４．各区域の対応方針 

 

（１）基本的な考え方 

 

居住誘導区域に含めてはならない区域、また、原則として含まないこととすべきが法令で定められ

ていることに留意し、また、都市計画運用指針（令和６年４月版）では、居住誘導区域に総合的に勘

案し、適切では無いと判断される場合は、含まないこととすべき区域が定められていることに留意し

て検討する。 

その内容は、以下のとおりである。 

 

■居住誘導区域に含めてはならない区域（法令） 

根拠 区域 

都市再生特別措置法

施行令第 30 条 

土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律第 9 条第

1 項に規定する土砂災害特別警戒区域 

 

 

■居住誘導区域に含まないこととすべき区域（都市計画運用指針） 

根拠 区域 

都市計画運用指針 

●原則として、災害リスク、警戒避難体制の整備状況、災害を防止し、又は

軽減するための施設の整備状況や整備の見込み等を総合的に勘案し、居住

を誘導することが適当ではないと判断される場合は、原則として、居住誘

導区域に含まないこととすべき区域  

→土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律第 6 条

第 1 項に規定する土砂災害警戒区域 

 

■主なレッドゾーン・イエローゾーンと居住誘導区域との関係 

区域 居住誘導区域の指定 

レッドゾーン 
住宅等の建築や開発行為

等の規制あり 

土砂災害特別警戒区域 
【土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推

進に関する法律】 

定めない  
【都市再生特別措置法施行令第

30 条第 1 項第 4 号】 

イエローゾーン 
建築や開発行為等の規制

はなく、区域内の警戒避

難体制の整備等を求めて

いる 

浸水想定区域 

【水防法】 
総合的に勘案し、適切で無

いと判断される場合は、原

則として含まないこととす

べき 
【都市計画運用指針】 

土砂災害警戒区域 
【土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推

進に関する法律】 

 

 

 

  



71 

 

 

表 都市計画運用指針での対応内容（まとめ） 

都市計画運用指針

での対応 
区域 根拠法 指定 

居住誘導区域に含

まない区域 

土砂災害特別警戒区域 土砂災害警戒区域等における土砂災害

防止対策の推進に関する法律（平成 12

年法律第 57 号） 

都道府県

知事 

適当ではないと判

断される場合は、

原則として、居住

誘導区域に含まな

い区域 

土砂災害警戒区域 土砂災害警戒区域等における土砂災害

防止対策の推進 

に関する法律（平成 12 年法律第 57

号） 

都道府県

知事 

浸水想定区域（洪水） 水防法（昭和 24 年法律 193 号） 国土交通

大 臣、都

道府県知

事  

浸水想定区域（高潮） 水防法（昭和 24 年法律 193 号） 都道府県

知事 

津波浸水想定（区域） 津波防災地域づくりに関する法律（平

成 23 年法律第 123 号） 

都道府県

知事 
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（２）災害リスクと対応方針 

 

 これまでの検討結果を踏まえ、災害リスクに対する対応方針について整理する。 

表 災害リスクと対応方針 

分類 区域 対応方針 方向性 

土砂 

土砂災害警戒区域 
総合的な判断により居住誘導

区域に含めない 
リスク回避 

居住誘導区域に

該当なし（含め

ていない） 

土砂災害特別警戒区域 居住誘導区域に含めない リスク回避 

居住誘導区域に

該当なし（含め

ていない） 

洪水 

洪水浸水想定区域 
総合的な判断により居住誘導

区域に含む 
リスク低減 

防災・減災対策

の検討 

家屋倒壊等氾濫想定区域

（氾濫流） 

総合的な判断により居住誘導

区域に含めない 
リスク回避 

居住誘導区域か

ら当該部を除外 

家屋倒壊等氾濫想定区域

（河岸侵食） 

総合的な判断により居住誘導

区域に含めない 
リスク回避 

居住誘導区域か

ら当該部を除外 

高潮 高潮浸水想定区域 
総合的な判断により居住誘導

区域に含む 
リスク低減 

防災・減災対策

の検討 

津波 津波浸水想定区域 
総合的な判断により居住誘導

区域に含めない 
リスク回避 

居住誘導区域に

該当なし（含め

ていない） 

地震 全域 
総合的な判断により居住誘導

区域に含む 
リスク低減 

防災・減災対策

の検討 

※本町では、浸水想定区域が市街地全体に想定されていますが、これら市街地はすでに人口密度の高

い居住地があり、JR 遠賀川駅をはじめ本町の都市基盤が整備されていることから、居住誘導区域から

除外することは現実的ではありません。町内の人口密集区域は高齢化も進んでおり、住民の安全・安

心な居住環境を確保することが第一に必要であることから、浸水想定区域については、ハード・ソフ

トの防災・減災対策の強化を進めます。 

 

災害リスクと対応方針の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●災害リスク低減（ハード） 

→雨水貯留・浸透機能の向上 

→下水道施設の機能向上 

→道路防災機能の向上 

→開発に伴う浸水区域の嵩上げ 

 →避難施設の適正配置 等 

●災害リスク低減（ソフト） 

→防災訓練の充実・自主防災体

制の充実 

→災害情報提供の迅速化 

→災害リスクエリアの共有 

→避難所の防災機能の強化 等 

●災害リスクの回避 

→災害リスクエリアの宅地

利用の抑制 

→居住誘導区域外の新築件

数の抑制 等 
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図 災害リスクの対応方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【家屋倒壊等氾濫想定区域】 

（氾濫流・河岸侵食）等の

災害リスクの高いエリアを

居住誘導区域から除外 

【ため池浸水】 

防災重点農業用ため池

等の劣化状況評価、地

震・豪雨耐性評価、防

災工事を計画的に実施 

【河岸侵食】 

医療施設、社会福祉施設、学校

等、要配慮者が利用する施設の

避難確保計画の作成支援 

遠賀町の特徴【平地部の地盤が低い】 

居住誘導区域内の水平避難が困難かつ垂直避難が困難な建

物への対応 

 

・早期避難の呼びかけと、地域防災力の向上 

・他の地方公共団体と連携した広域避難体制の構築 

・遠賀川流域における水防・防災拠点としての高台（広

場・避難所）の整備 

・民間施設等に対する避難者の受入協定の締結推進 

【その他】 

様々な災害リスクに対し、ハード・ソフトの

施策の組合せで防災・減災対策を推進 

P86、P87 具体的な取組み参照 

河岸侵食 

広渡地区 田園地区 

浅木地区 

虫生津地区 
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図  洪水時避難可能建物や広域避難場所を考慮した課題への対応 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早い段階で安全な場

所へ、避難が遅れた

時は洪水時避難建物

も活用する 

 

避 難 所 ・ 避 難 場 所

（洪水・高潮対象）

や 安 全 な 地 域 の 親

戚 ・ 知 人 宅 へ の 避

難、自宅での垂直避

難に加えて、洪水時

避難可能建物として

登録されている民間

等建物、隣接する芦

屋町との協定による

避難場所、町外への

広域避難により対応

する。 
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（参考）災害時の民間団体等への協力要請 

 

 遠賀町地域防災計画（令和 6 年 3 月）では、災害時の施設利用、物資提供等の協力要請する民間団

体等との協定を締結している。 

 

図 災害時の施設利用、物資提供等の協力要請する民間団体等（協定締結） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①遠賀川郵便局 

③㉑㈱イズミ（ゆめタウン） 

⑤遠賀中間医師会 
（おんが病院） 

⑧⑯遠賀町 
社会福祉協議会 
（ふれあいの里） 

⑫㈱グッデイ 

⑰㈱図書館流通センター 
（図書館） 

⑱宗像緑地建設㈱ 
（総合運動公園） 

⑳㈱ナッツ 
（キャンピングカー） 

㉔みらいテラス 
管理運営協働企業体 
（おんがみらいテラス） 

㉓芦屋町粟屋区 
（公民館） 

㉒社会福祉法人孝徳会 
（リカバリーセンターひびき） 
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表 災害時等における施設利用、物資提供等の協力要請済民間団体等（協定締結団体等） 

  

出典：遠賀町地域防災計画 都市計画課で項目追加 

番号 協定名 協定締結先 分類
町内所在
の有無

①
災害時における遠賀川郵便局、遠賀町間の相互協力に関する覚
書

遠賀川郵便局 ○ ●

② 災害時の緊急対策工事等に関する協定書 災害時協力業者６社 ●

③ 災害時における生活物資供給に関する協定書 ㈱イズミ △ ●

④ 災害時における液化石油ガスの供給等に関する協定
福岡県北九州地区
ＬＰガス協会遠賀・中間部会

⑤ 災害時医療救護活動に関する協定 遠賀中間医師会 □ ●

⑥ 災害時における放送等に関する協定 株式会社ジェイコム九州

⑦ 災害時における地図製品等の供給等に関する協定書 株式会社ゼンリン

⑧ 遠賀町災害ボランティアセンターの設置・運営に関する協定書
社会福祉法人遠賀町社会福祉
協議会

○ ●

⑨ 特設公衆電話の設置・利用に関する覚書 西日本電信電話株式会社

⑩ 災害時における石油類燃料の供給等に関する協定書
福岡県石油商業・協同組合北
九州支部  遠賀中間石油部会
遠賀ブロック

⑪ 災害廃棄物の処理等に関する協定書

遠賀・中間地域広域行政事務
組合、福岡県清掃事業協同組
合連合会、遠賀清掃事業協同
組合

⑫ 災害時における物資の調達及び供給に関する協定書 株式会社グッデイ △ ●

⑬ 災害に係る情報発信等に関する協定 ＬＩＮＥヤフー株式会社

⑭
災害時における「遠賀町」と「グリーンコープ生活協同組合ふ
くおか」の支援協定書

グリーンコープ生活協同組
合ふくおか

⑮ 防災パートナーシップに関する協定書 九州朝日放送株式会社

⑯ 災害時における施設利用に関する協定
社会福祉法人遠賀町社会福祉
協議会

○ ●

⑰ 災害時における施設利用に関する協定 株式会社図書館流通センター ○ ●

⑱ 災害時における施設利用に関する協定 宗像緑地建設株式会社 ○ ●

⑲ 災害時における物資の調達及び供給に関する協定書 株式会社ナフコ

⑳ 災害発生時等におけるキャンピングカーの提供に関する協定書 株式会社 ナッツ △ ●

㉑
災害時における物資供給及び一時避難場所の提供等に関する協
定書

株式会社イズミ ○,△ ●

㉒ 災害時における駐車場の一時使用に関する協定書 社会福祉法人孝徳会 ○

㉓
遠賀町と芦屋町粟屋区との災害時における一時避難場所等に関
する協定書

芦屋町粟屋区 ○

㉔ 災害時等における施設利用に関する協定

みらいテラス管理運営共同企
業体、株式会社パブリックビ
ジネスジャパン、株式
会社サン・ライフ

○ ●

㉕
災害等発生時におけるレンタル機材及び資材の提供に関する協
定

オーリック株式会社ダスキン
レントオール小倉イベントセ
ンター

△

○：施設利用等　△：物資提供等　□：救護活動等　●：町内所在あり
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広域避難に係る参考図 

  



 

 

広域避難に係る参考図 

洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨） 広域図 

 

  

岡垣町 

水巻町 

中間市 

鞍手町 

宗像市 

北九州市 

芦屋町 

吉
原

川
 
遠賀町 

芦屋町役場 

岡垣町役場 

JR 海老津駅 

JR 教育大駅 

広域避難場所 
リカバリーセンターひびき 

広域避難場所粟屋公民館 

浸水が想定されていない区域 
（若葉台、虫生津） 

浸水が想定されていない区域（尾崎） 

浸水が想定されていない区域（尾崎） 

遠賀霊園 
管理事務所 
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広域避難に係る参考図 

土砂災害 広域図 

 

 

 

 

 

岡垣町 
水巻町 

中間市 

鞍手町 宗像市 

北九州市 

芦屋町 

吉
原

川
 

遠賀町 

芦屋町役場 

岡垣町役場 

JR 海老津駅 

JR 教育大駅 

遠賀町 

広域避難場所 
リカバリーセンターひびき 

広域避難場所粟屋公民館 

浸水が想定されていない区域 
（若葉台、虫生津） 

浸水が想定されていない 
区域（尾崎） 

浸水が想定されていない区域（尾崎） 

遠賀霊園 
管理事務所 
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 広域避難に係る参考図 

高潮浸水想定区域（想定最大規模） 広域図 

 

 

 

 

岡垣町 

水巻町 

中間市 

鞍手町 
宗像市 

北九州市 

芦屋町 

吉
原

川
 

遠賀町 

芦屋町役場 

岡垣町役場 

JR 海老津駅 

JR 教育大駅 

遠賀町 

広域避難場所 
リカバリーセンターひびき 

広域避難場所粟屋公民館 

浸水が想定されていない区域 
（若葉台、虫生津） 

浸水が想定されていない区域（尾崎） 

浸水が想定されていない区域（尾崎） 

遠賀霊園 
管理事務所 
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居住誘導区域の見直し 

  

81 



82 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住誘導区域の見直し 

氾濫流想定区域の除外 

河岸浸食想定区域の除外 

広渡地区 
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居住誘導区域の見直し 

氾濫流想定区域の除外 河岸浸食想定区域の除外 

氾濫流想定区域の除外 

河岸浸食想定区域の除外 

河岸浸食想定区域の除外 河岸浸食想定区域の除外 

現区域 

現区域 

見直し後区域 

見直し後区域 

広渡地区 

避難路 

避難路 

（通学路） 
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５．防災まちづくりの将来像、取組方針 

 

（１）防災まちづくりの将来像 

 

  本町の総合計画の基本構想、基本計画、都市計画マスタープランに位置付けられる防災に関する

まちづくりの方向性を基本とし、防災まちづくりの将来像を設定する。 

 

■第６次遠賀町総合計画（基本構想）の基本目標（防災／安全） 

 

 

 

 

 

■第６次遠賀町総合計画（前期基本計画）の基本施策（防災／安全） 

 

 

 

 

 

 

■遠賀町都市計画マスタープランの都市防災の方針 

№ 都市防災の方針 

1 災害に強いまちづくり 

→道路、公園、下水道及び河川等の各種事業との連携 

→「防火・準防火地域」等の地域指定や緑化による延焼防止 

2 防災体制づくり 

 →住民の防災訓練等を積極的に指導及び支援 

 →防災行政無線の活用や、各種関係機関等との防災情報のシステム化を推進 

3 防災に関する普及活動 

 →住民への災害危険箇所や避難地等の周知に努め、防災に対する住民意識の向上 

 →防災訓練の定期的実施、情報伝達や救援活動方法等の学習会を開催 

 

 

■防災まちづくりの将来像 

 本町は、遠賀川河口部の左岸に位置し、本計画に基づいて、都市機能・居住誘導することで持続可

能なまちづくりを推進している。一方、防災まちづくりにおいては、河川浸水等の災害リスクへの対

応が課題となっている。 このような状況を踏まえ、災害リスクへの様々な対応により、利便性が高く

安全・安心に暮らせるまちづくりを推進する。 

 

 

 

 

防災まちづくりの将来像 

あらゆる人々の安全・安心な暮らしを守る災害に強いまち 
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（２）防災まちづくりの取組方針 

 

① 基本的考え方 

 

人口・高齢者の分布、市街地の形成、土地利用の状況、各種施設の立地状況等を踏まえつつ、各

種の災害リスクに対応して、災害リスクの回避、災害リスクの低減（ハード・ソフト）を基本に防

災まちづくりの取組方針を設定する。  

具体的には、誘導区域の見直しによる災害リスクの回避、各種の防災機能の強化・整備、地域防

災力の向上等、ハード・ソフトの組合せによって、災害リスクの低減に取り組む。また、発生頻度

及び災害の規模・特性等を踏まえ、計画規模等の災害リスクについてはハード・ソフト対策の組合

せ、想定最大規模等の災害リスクにはソフト対策を基本に対応を検討する。  

また、気候変動等の影響による災害の一層の頻発・激甚化が懸念されることから、ハード対策の

限界を踏まえ、ソフト対策を重視した取り組みを構築する。 

 

表 取組方針と具体的な取り組み 

取組方針 具体的な取り組み 

災害リスクの回避 ●災害リスクを踏まえた誘導区域の見直し 

災害リスクの低減（ハード） 
●国、県、町が連携した各種防災施設・都市基盤の整備 

●災害リスクを踏まえた建物等の対策支援 

災害リスクの低減（ソフト） 
●雨水貯留能力確保のための施設管理 

●災害リスクに対応した地域防災力の向上 

 

② 浸水に対する取組方針 

 

  河川整備の対象である計画規模の災害リスクに対しては、災害リスクの軽減を図るハード・ソフ

ト対策の組合せで対応を推進する。 

  また、1,000 年に１回程度の確率での発生を想定した想定最大規模の浸水に対しては、被害を防

ぐハード対策には限界があるため、人命を優先した避難等のソフト対策を推進する。 

 

③土砂災害に対する取組方針 

 

  既に対応済であるが、土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）、土砂災害警戒区域（イエローゾー

ン）については、居住誘導区域には含めず、今後も住宅等の立地を抑制することを基本とする。 
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６．防災まちづくりの具体的な取組、スケジュール、目標値の設定 

 

（１）防災まちづくりの具体的な取組、スケジュール 

  防災まちづくりを推進するための具体的な取組及びスケジュールを設定する。 

表 取組・スケジュール 

 

 

 

 

 

 

取組 

方針 
取組内容 実施主体 

スケジュール 

短期 
(5 年) 

中期 
(10 年) 

長期 
(20 年) 

災
害
リ
ス

ク
の
回
避 

●災害リスクを踏まえた誘導区域の見直し 

 家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流・河岸浸食）等の

災害リスクの高いエリアを居住誘導区域から除外 
町    

災
害
リ
ス
ク
の
低
減
ᶝ
ハ
ᶌ
ド
ᶞ 

●国、県、町が連携した各種防災施設・都市基盤の整備 

 遠賀川流域における水防・防災拠点としての高台

（広場・避難所）の整備 
国・町    

 水害による被害の防止または軽減を図るための排

水機場等の適切な維持管理・更新 
国・県・町    

 操作の確実性による浸水被害の軽減を図るための

樋門の遠隔化、半電動化の推進 
町    

 防災重点農業用ため池等の劣化状況評価、地震・

豪雨耐性評価、防災工事を計画的に実施 
町    

 防災機能の強化に向けた国道・県道等の幹線道路

の整備 
国・県・町    

 災害時の避難路の確保のための幹線町道の新設・

改良、拡幅等の整備 
町    

 災害時においても速やかな水の供給確保のための

老朽化水道管の敷設替え、貯水池等施設の耐震化 
中間市・町    

内水、下水の迅速な排除のための下水道施設の整

備・耐震化 
町    

災害時の決壊等防止に資するため池の耐震補強、

適切な維持管理 
町    

自然災害に対応した安全・安心なまちづくり・遠

賀町遠賀川駅南土地区画整理事業 
区画整理組

合・町    

●災害リスクを踏まえた建物等の対策 

公共施設における災害リスクを踏まえた長寿命

化・耐震化対策 
町    

住宅の耐震化を促進するため、旧耐震基準で建築

された木造住宅所有者等を対象とした情報提供・

耐震改修、除却工事への支援 

町    
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取組 

方針 
取組内容 実施主体 

スケジュール 

短期 
(5 年) 

中期 
(10 年) 

長期 
(20 年) 

災
害
リ
ス
ク
の
低
減
ᶝ
ソ
フ
ト
ᶞ 

●雨水貯留能力確保のための施設管理 

 河川や用排水路の水位調整による水害発生防止の

ため、大雨時や大雨予想時の水門操作を実施 
町    

●災害リスクに対応した地域防災力の向上 

 非常時優先業務を継続するための業務継続計画の

充実 
町    

他の地方公共団体と連携した広域避難体制の構築 町    

自主防災組織、防災関係機関等の連携した総合的

な防災訓練の実施 
町    

広報紙、ホームページ、防災ハンドブック、ハザ

ードマップ等を利用した防災知識の普及 
町    

医療施設、社会福祉施設、学校等、要配慮者が利

用する施設の避難確保計画の作成支援 
町    

民間施設等に対する避難者の受入協定の締結推進 町    

災害復旧や医療応援、物資供給などの災害時に必

要となる連携協定の強化 
町    

 防災リーダー養成講座の開催など、防災活動の中

心となる防災リーダーの育成 
町    
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（２）目標値の設定 

 

   防災指針に関連する評価指標及び目標値を設定する。 

防災指針は、ハード・ソフトの組合せで、各種施策・事業に取り組んでいくことになるが、事

業については財源確保、地元との合意形成を図りながら着実に進めていく必要がある。 

そのため、町が主体的に取り組むことが可能な対策、具体的な推進事業において、本町におけ

る防災まちづくりの将来像を目指す上で重要となる目標値について設定する。 

 

表 評価指標と目標値 

評価指標 単位 現況値(R5) 目標値(R10) 

① 防災訓練への参加人数 人 1,300 人 

1,500 人 

（R5 の 15％増、

人口の約８％） 

② ハザードマップの改定および改定時

の世帯配布率 
% － 100% 

③ 高齢の人や障がいのある人が必要な

支援を受けながら生活をする支援施

設である、介護福祉入所施設・障が

い者支援施設での計画に基づく避難

訓練の実施施設率（年 1 回以上） 

% 100% 100% 
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指定避難所・指定緊急避難場所

最大規模 計画規模

遠賀町ふれあいの里 浅木２ʷ３１ʷ１ 〇 ● 1

障害者支援センターさくら 浅木３ʷ１８ʷ３３ 〇 1

遠賀中学校第１体育館 大字別府２００ 〇 2

遠賀南中学校（体育館） 大字上別府６５２ 〇 2

遠賀高校（体育館） 大字上別府２１１０ 〇 3

尾崎公民館 大字尾崎８５９ 〇 1

別府公民館 大字別府３２０７ 〇 2

上別府公民館 大字上別府１６２５ 〇 1

若葉台公民館 若葉台２ʷ７ 〇 1

虫生津公民館 大字虫生津７０５ʷ１ 〇 1

緑ヶ丘公民館 虫生津南１５ʷ１１ 〇 1

芙蓉公民館 芙蓉１ʷ８ʷ１ 〇 1

遠賀霊園管理事務所 大字虫生津１７１４ʷ１ 〇 1

遠賀中学校校舎 大字別府２００ 〇 3

遠賀南中学校校舎 大字上別府６５２ 〇 2

島門小学校校舎 大字⿁津１０５８ ● ● 3

広渡小学校校舎 大字広渡１９３０ ● ● 3

浅木小学校校舎 浅木２-３-７ ● ● 3

島門小学校（体育館） 大字⿁津１０５８ ● 2

広渡小学校（体育館） 大字広渡１９３０ ● ● 2

浅木小学校（体育館） 浅木２ʷ３ʷ７ ● 2

遠賀町民体育館 田園２ʷ３ʷ１ ● ● 1

田園公民館 田園２ʷ３ʷ１ ● ● 1

島津公民館 大字島津６３４ ● 1

若松公民館 大字若松２３１６ʷ１ 1

⿁津公民館 大字⿁津１８４５ʷ８ ● 2

松の本公民館 松の本４ʷ６ʷ１ ● ● 1

今古賀公民館 大字今古賀５４８ ● 2

千代丸公民館 大字別府２４７０ʷ２ ● 1

遠賀川公民館 遠賀川２ʷ６ʷ３５ ● ● ● ● 1

旧停公民館 旧停２ʷ１ʷ８ ● ● ● ● 1

新町公民館 遠賀川３ʷ３２ʷ１ ● ● ● ● 1

中央区公民館 広渡１ʷ２０ʷ７ ● ● ● ● 1

広渡公民館 広渡１ʷ１７４８ʷ１ ● ● ● 1

道官集会所 大字広渡２４５６ ● ● ● 1

木守公民館 大字木守１５８６ʷ１ ● 1

東和苑公民館 浅木２ʷ２２ʷ７ ● ● ● ● 1

浅木公民館 浅木２ʷ３０ʷ１４ ● 1

老良公民館 大字老良３２６ ● ● ● ● 1

遠賀町中央公民館 大字今古賀５１３ ● 3

遠賀川漕艇場 大字島津３３９ʷ１ ● ● 2

遠賀郡消防本部 大字広渡１６３９ ● ● ● 4

遠賀コミュニティーセンター 大字広渡２３ʷ６ ● 2

遠賀町立図書館 大字今古賀５１３ ● ● ● 1

今古賀ポケットパーク 大字今古賀５１３ ● ● ● 建物なし

今古賀イベント・交流広場 大字今古賀５２８ʷ１ ● ● ● ● 建物なし

広渡防災広場 大字広渡１９５１ ● 建物なし

別府運動広場 大字別府４０８５ 建物なし

老良記念碑広場 大字老良３５０ʷ６ 建物なし

ふれあい広場 浅木２ʷ２４０５ʷ１ ● 1

今古賀中央公園 大字今古賀２３５ʷ２ ● ● ● ● 1

おんがみらいテラス 遠賀川１-１-２ ● ● 3

緑光苑公民館 島門１１-２ ● ● ● 1

遠賀北学童保育所 大字⿁津１０３１-１ ● ● ● ● 1

第３遠賀北学童保育所 大字⿁津１０２８-２ 1

遠賀南学童保育所 浅木二丁目２-１ ● ● 1

広渡学童保育所 大字広渡１９３０ ● ● 1

第２広渡学童保育所 大字広渡１９３０ ● ● 1

遠賀町役場車庫棟 大字今古賀５１３ ● 2

※浸水区域の対象は、浸水深0.5m以上の区域が対象である。

※ため池浸水については、いずれも浸水深0.5m未満の区域である。

氾濫流
施設名・場所名 住所

災害リスク

洪水浸水想定区域 浸水継続時
間24h以上

高潮浸水想
定区域

河岸浸食
洪水・高潮

建物
階数
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遠

賀
町

H
P

「
保

育
施

設
等

情
報

」
内

「
保

育
園

一
覧

」
 

ht
tp

s:
//

w
w

w
.to

w
n.

on
ga

.lg
.jp

/s
os

hi
ki

/1
1/

14
29

.h
tm

l

出
典

2：
遠

賀
町

H
P

「
幼

稚
園

情
報

」
 

ht
tp

s:
//

w
w

w
.to

w
n.

on
ga

.lg
.jp

/s
os

hi
ki

/1
1/

14
31

.h
tm

l

出
典

3：
遠

賀
町

H
P

「
子

育
て

支
援

」
 

ht
tp

s:
//

w
w

w
.to

w
n.

on
ga

.lg
.jp

/m
ap

/6
14

6.
ht

m
l

出
典

4：
遠

賀
町

H
P

「
学

童
保

育
」

 
ht

tp
s:

//
w

w
w

.to
w

n.
on

ga
.lg

.jp
/s

os
hi

ki
/1

1/
14

34
.h

tm
l

出
典

5：
遠

賀
町

役
場

発
行

「
保

育
施

設
等

の
し

お
り

」

確
認

資
料

：
「

遠
賀

町
地

域
防

災
計

画
 

資
料

編
令

和
6年

3月
」

 洪
水

時
等

に
円

滑
か

つ
迅

速
な

避
難

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

要
配

慮
者

利
用

(P
6～

P
9)

浅
木

二
丁

目
2番

1号
●

⿁
津

10
31

番
地

の
1

●

広
渡

19
30

番
地

●

種
類

名
称

住
所

地
域
防
災
計
画

要
配
慮
者

利
用
施
設

本
計
画
で
の

位
置
づ
け
案

災
害
リ
ス
ク

洪
水
浸
水
想
定
区
域

浸
水
継
続
時

間
24
h以
上

氾
濫
流

●
●

高
潮
浸
水
想

定
区
域

河
岸
浸
食

●
●

●
●

3 3 3

建
物

階
数



4 

 

 【
医

療
施

設
】

最
大
規
模

計
画
規
模

医
療

機
関

遠
賀

中
間

医
師

会
お

ん
が

病
院

尾
崎

17
25

-2
5

浅
木

病
院

浅
木

二
丁

目
30

番
1号

●
●

●
5

遠
賀

い
そ

べ
病

院
浅

木
12

11
番

の
3

●
●

●
●

4

健
愛

記
念

病
院

木
守

11
91

●
●

●
●

4

い
ま

こ
が

眼
科

医
院

松
の

本
二

丁
目

19
番

25
号

●
●

●
●

1

か
く

た
ク

リ
ニ

ッ
ク

松
の

本
二

丁
目

19
番

25
号

●
●

●
●

1

嘉
村

整
形

外
科

医
院

今
古

賀
64

9番
地

の
1

●
●

●
●

●
●

1

川
渕

医
院

今
古

賀
54

5番
地

の
5

●
●

●
●

●
●

1

せ
と

ぐ
ち

耳
鼻

咽
頭

科
医

院
松

の
本

五
丁

目
1番

8号
●

●
●

1

た
な

か
内

科
胃

腸
科

医
院

今
古

賀
63

1番
地

の
1

●
●

●
●

●
●

1

西
尾

脳
神

経
外

科
今

古
賀

59
8番

地
の

1
●

●
●

2
 

宮
地

子
ど

も
ク

リ
ニ

ッ
ク

松
の

本
七

丁
目

1番
21

号
●

●
●

1

元
木

皮
ふ

科
ク

リ
ニ

ッ
ク

松
の

本
五

丁
目

1番
10

号
●

●
●

1

岡
田

歯
科

医
院

松
の

本
一

丁
目

4番
11

号
●

●
●

●
●

●
1

か
わ

さ
き

歯
科

医
院

今
古

賀
50

1番
地

の
1

●
●

●
●

●
●

1

ひ
さ

ま
つ

歯
科

ク
リ

ニ
ッ

ク
松

の
本

五
丁

目
9番

7号
●

●
●

1

柴
田

歯
科

医
院

遠
賀

川
一

丁
目

6番
15

号
●

●
●

●
●

●
1

藤
江

歯
科

医
院

田
園

二
丁

目
1番

5号
●

●
●

●
●

1

古
橋

歯
科

医
院

浅
木

一
丁

目
16

番
1号

●
●

●
●

●
●

1

松
本

歯
科

医
院

浅
木

二
丁

目
13

番
5号

●
●

●
●

●
●

1

あ
か

さ
き

歯
科

ク
リ

ニ
ッ

ク
松

の
本

1丁
目

1番
1号

ゆ
め

タ
ウ

ン
遠

賀
2F

2
※

浸
水

区
域

の
対

象
は

、
浸

水
深

0.
5m

以
上

の
区

域
が

対
象

で
あ

る
。

※
た

め
池

浸
水

に
つ

い
て

は
、

い
ず

れ
も

浸
水

深
0.

5m
未

満
の

区
域

で
あ

る
。

出
典

：
遠

賀
中

間
医

師
会

 
在

宅
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
H

P
「

遠
賀

中
間

地
域

在
宅

医
療

介
護

資
源

情
報

」
内

「
医

療
資

源
一

覧
」

内
「

医
療

・
介

護
資

源
リ

ス
ト

一
覧

（
医

師
会

）
」

ht
tp

:/
/w

w
w

.o
nn

ak
a-

m
ed

.o
r.j

p/
za

ita
ku

/s
ei

bi
/d

oc
um

en
t/

in
de

x.
ht

m
l

確
認

資
料

：
「

遠
賀

町
地

域
防

災
計

画
 

資
料

編
令

和
6年

3月
」

 洪
水

時
等

に
円

滑
か

つ
迅

速
な

避
難

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

要
配

慮
者

利
用

(P
6～

P
9)

確
認

資
料

：
庁

内
資

料
「

遠
賀

町
医

療
機

関
一

覧
表

」

種
類

名
称

住
所

地
域
防
災
計
画

要
配
慮
者

利
用
施
設

本
計
画
で
の

位
置
づ
け
案

災
害
リ
ス
ク

洪
水
浸
水
想
定
区
域

浸
水
継
続
時

間
24
h以
上

氾
濫
流

高
潮
浸
水
想

定
区
域

河
岸
浸
食

建
物

階
数



5 

 

 【
介

護
福

祉
施

設
】

（
1/

2）

最
大
規
模

計
画
規
模

訪
問

系
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

 
か

が
や

き
ケ

ア
サ

ー
ビ

ス
⿁

津
10

80
番

地
の

20
●

1
 

ケ
ア

プ
ラ

ン
セ

ン
タ

ー
こ

こ
ろ

遠
賀

木
守

15
46

-1
●

1

ケ
ア

プ
ラ

ン
け

ん
あ

い
木

守
11

91
番

地
●

-
 

浅
木

病
院

ケ
ア

プ
ラ

ン
サ

ー
ビ

ス
浅

木
二

丁
目

30
番

1号
●

4

遠
賀

園
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

浅
木

三
丁

目
18

番
1号

●
1

 
オ

ア
シ

ス
の

会
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
今

古
賀

63
9番

地
の

1
●

3

お
ん

が
病

院
ケ

ア
プ

ラ
ン

セ
ン

タ
ー

尾
崎

17
25

番
地

の
2(

在
宅

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

内
)

2

訪
問

介
護

(ﾎ
ｰﾑ

ﾍﾙ
ﾌﾟ

)
ヘ

ル
パ

ー
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
森

の
光

今
古

賀
46

6番
地

の
2の

2
●

1
 

浅
木

病
院

訪
問

介
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

浅
木

二
丁

目
30

番
1号

●
4

ヘ
ル

パ
ー

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

こ
こ

ろ
木

守
15

46
-1

●
1

 
遠

賀
園

指
定

訪
問

介
護

事
業

所
浅

木
三

丁
目

18
番

1号
●

1

オ
ア

シ
ス

の
会

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

今
古

賀
63

9番
地

の
1

●
3

ヘ
ル

パ
ー

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

遠
賀

の
愛

糸
浅

木
二

丁
目

12
番

8号
●

2

ヘ
ル

パ
ー

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

 
四

季
折

々
浅

木
三

丁
目

10
番

33
号

2

訪
問

看
護

浅
木

病
院

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

浅
木

二
丁

目
30

番
1号

●
4

健
愛

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

木
守

11
91

番
地

●
4

 
 

お
ん

が
病

院
訪

問
看

護
リ

ハ
ビ

リ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
尾

崎
17

25
番

地
の

2(
在

宅
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
内

)
5

訪
問

ﾘﾊ
ﾋﾞ

ﾘﾃ
ｰｼ

ｮﾝ
 

浅
木

病
院

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
浅

木
二

丁
目

30
番

1号
●

4

種
類

本
計
画
で
の

位
置
づ
け
案

災
害
リ
ス
ク

洪
水
浸
水
想
定
区
域

氾
濫
流

名
称

住
所

地
域
防
災
計
画

要
配
慮
者

利
用
施
設

浸
水
継
続
時

間
24
h以
上

高
潮
浸
水
想

定
区
域

河
岸
浸
食

建
物

階
数



6 

 

 【
介

護
福

祉
施

設
】

（
2/

2）

最
大
規
模

計
画
規
模

通
所

・
入

所
系

 
通

所
介

護
(ﾃ

ﾞｲ
ｻｰ

ﾋﾞ
ｽ)

な
ご

み
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
別

府
31

61
番

地
の

1
●

●
1

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

こ
こ

ろ
 １

０
人

１
０

色
別

府
36

56
番

地
の

6
●

●
●

2

リ
ハ

デ
イ

オ
レ

ン
ジ

広
渡

19
77

番
地

の
7

●
●

●
●

2

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

き
も

り
浅

木
57

6番
地

●
●

●
●

●
●

3

 
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
森

の
風

遠
賀

今
古

賀
46

6番
地

の
2の

3
●

●
●

※
3.

0ｍ
超

●
●

●
1

リ
ハ

ビ
リ

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

い
き

い
き

遠
賀

別
府

41
05

番
地

●
●

●
●

1

 
ソ

レ
イ

ユ
遠

賀
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
⿁

津
64

0番
地

の
1

●
●

●
●

1

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

こ
こ

ろ
む

笑
づ

虫
生

津
69

2番
地

の
6

●
●

1

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

こ
こ

ろ
む

笑
づ

別
館

木
守

15
46

-1
●

●
●

●
●

●
2

 
遠

賀
園

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

ふ
れ

あ
い

浅
木

三
丁

目
18

番
1号

●
●

●
1

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

オ
ア

シ
ス

今
古

賀
63

9番
地

の
1

●
●

●
●

1

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

ゆ
う

わ
ひ

な
た

館
島

津
62

1番
地

の
1

1

か
が

や
き

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

（
地

域
密

着
型

）
⿁

津
10

79
番

地
の

8
●

●
●

●
1

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

お
も

や
（

地
域

密
着

型
）

松
の

本
三

丁
目

89
7-

1
●

●
●

●
●

●
1

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

遠
賀

の
た

い
よ

う
浅

木
二

丁
目

12
番

8号
●

●
●

●
●

●
2

 
こ

こ
ろ

工
房

（
共

生
サ

ー
ビ

ス
）

別
府

36
02

番
地

の
3

●
●

●
●

●
1

 
通

所
ﾘﾊ

ﾋﾞ
ﾘﾃ

ｰｼ
ｮﾝ

(ﾃ
ﾞｲ

ｹｱ
)

 
浅

木
病

院
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

浅
木

二
丁

目
30

番
1号

●
●

●
4

デ
イ

ケ
ア

す
ず

ら
ん

木
守

11
89

番
地

●
●

●
●

●
●

3

通
所

・
入

所
系

 
短

期
入

所
生

活
介

護
(ｼ

ｮｰ
ﾄｽ

ﾃｲ
)

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
き

も
り

浅
木

57
6番

地
○

○
○

○
○

○
3

 
遠

賀
園

指
定

短
期

入
所

生
活

介
護

事
業

所
浅

木
三

丁
目

18
番

1号
●

●
○

1

老
健

す
ず

ら
ん

(療
養

)
木

守
11

89
番

地
○

○
○

○
○

○
3

有
料

老
人

ホ
ー

ム
 

 
介

護
付

き
有

料
老

人
ホ

ー
ム

シ
ル

バ
ー

ケ
ア

き
も

り
浅

木
57

6番
地

○
○

○
○

○
○

3

住
宅

型
有

料
老

人
ホ

ー
ム

か
が

や
き

⿁
津

10
79

番
地

の
8

○
○

○
○

1

住
宅

型
有

料
老

人
ホ

ー
ム

彩
月

遠
賀

虫
生

津
69

2番
地

の
6

○
○

1

住
宅

型
有

料
老

人
ホ

ー
ム

 Ｇ
ｒ

ｉ
ｎ

Ｃ
ａ

ｒ
ｅ

遠
賀

別
府

41
06

番
地

の
1

●
●

●
●

1

住
宅

型
有

料
老

人
ホ

ー
ム

オ
ア

シ
ス

今
古

賀
63

9番
地

の
1

○
○

○
○

3

住
宅

型
有

料
老

人
ホ

ー
ム

ゆ
う

わ
ひ

な
た

館
島

津
62

1番
地

の
1

1

有
料

老
人

ホ
ー

ム
た

い
よ

う
遠

賀
館

浅
木

二
丁

目
12

番
8号

○
○

○
○

○
○

2

認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
あ

お
ぞ

ら
虫

生
津

南
2番

1号
●

●
●

●
2

(ｸ
ﾞﾙ

ｰﾌ
ﾟﾎ

ｰﾑ
)

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
き

も
り

の
家

浅
木

57
5番

地
●

●
●

●
●

●
3

グ
リ

ー
ン

リ
ー

フ
遠

賀
若

松
32

7番
地

の
1

●
●

●
1

介
護

老
人

福
祉

施
設

遠
賀

園
浅

木
三

丁
目

18
番

1号
●

●
○

1

 (
特

別
養

護
老

人
ﾎｰ

ﾑ)
ソ

レ
イ

ユ
遠

賀
⿁

津
64

0番
地

の
1

○
○

○
○

4

介
護

老
人

保
健

施
設

す
ず

ら
ん

木
守

11
89

番
地

○
○

○
○

○
○

3
 

地
域

密
着

型
介

護
老

人
福

祉
施

設
遠

賀
園

(ﾕ
ﾆｯ

ﾄ)
浅

木
三

丁
目

18
番

1号
●

●
○

1

養
護

老
人

ﾎｰ
ﾑ

遠
賀

静
光

園
上

別
府

18
72

番
地

2
※

浸
水

区
域

の
対

象
は

、
浸

水
深

0.
5m

以
上

の
区

域
が

対
象

で
あ

る
。

※
表

中
の

「
●

」
は

対
象

施
設

で
、

「
○

」
は

「
●

」
の

い
ず

れ
か

と
同

じ
施

設
に

あ
り

重
複

す
る

。

※
た

め
池

浸
水

に
つ

い
て

は
、

い
ず

れ
も

浸
水

深
0.

5m
未

満
の

区
域

で
あ

る
。

出
典

：
遠

賀
町

H
P

「
介

護
保

険
で

利
用

で
き

る
サ

ー
ビ

ス
」

よ
り

「
遠

賀
中

間
医

師
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

」
へ

リ
ン

ク

 
 

 
遠

賀
中

間
医

師
会

 
在

宅
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
H

P
「

遠
賀

中
間

地
域

在
宅

医
療

介
護

資
源

情
報

」
内

「
医

療
資

源
一

覧
」

内
「

医
療

・
介

護
資

源
リ

ス
ト

一
覧

（
遠

賀
町

）
」

 
ht

tp
:/

/w
w

w
.o

nn
ak

a-
m

ed
.o

r.j
p/

za
ita

ku
/s

ei
bi

/d
oc

um
en

t/
in

de
x.

ht
m

l

確
認

資
料

：
「

遠
賀

町
地

域
防

災
計

画
 

資
料

編
令

和
6年

3月
」

 洪
水

時
等

に
円

滑
か

つ
迅

速
な

避
難

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

要
配

慮
者

利
用

(P
6～

P
9)

確
認

資
料

：
庁

内
資

料
「

【
遠

賀
町

】
≪

指
定

居
宅

介
護

・
予

防
支

援
事

業
所

≫
」

災
害
リ
ス
ク

建
物

階
数

洪
水
浸
水
想
定
区
域

浸
水
継
続
時

間
24
h以
上

高
潮
浸
水
想

定
区
域

河
岸
浸
食

氾
濫
流

種
類

名
称

住
所

地
域
防
災
計
画

要
配
慮
者

利
用
施
設

本
計
画
で
の

位
置
づ
け
案
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 【
障

が
い

者
支

援
施

設
】

最
大
規
模

計
画
規
模

通
所

・
入

所
系

居
住

系
サ

ー
ビ

ス
つ

く
し

ん
ぼ

浅
木

3丁
目

18
-3

9
●

●
2

四
方

の
里

浅
木

3丁
目

18
-2

1
●

●
●

2

日
中

活
動

系
サ

ー
ビ

ス
四

方
の

里
浅

木
3丁

目
18

-2
1

○
○

○
2

障
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
さ

く
ら

浅
木

3丁
目

18
-3

3
●

●
1

ワ
ー

ク
セ

ン
タ

ー
お

ん
が

大
字

島
津

49
5番

地
9

1

就
労

継
続

支
援

B
型

 
て

ぃ
ー

だ
遠

賀
遠

賀
川

3丁
目

1ʷ
2

1

て
ぃ

ー
だ

A
旧

停
2丁

目
2-

12
1

多
機

能
型

事
業

所
 

ポ
ー

ル
ス

タ
遠

賀
川

1丁
目

6ʷ
3

2

ワ
ー

ク
サ

ポ
ー

ト
勇

お
ん

が
遠

賀
川

1丁
目

6ʷ
3(

麻
生

駅
前

テ
ナ

ン
ト

1F
)

●
●

●
●

●
1

こ
こ

ろ
工

房
別

府
36

02
-3

1

ア
シ

ス
ト

ハ
ウ

ス
こ

こ
ろ

 
空

い
ろ

木
守

15
46

-1
1

障
害

児
通

所
支

援
事

業
所

ぱ
れ

っ
と

・
お

ん
が

松
の

本
2丁

目
10

-1
8

●
●

●
●

●
2

あ
っ

ぷ
ぷ

ー
遠

賀
別

府
35

63
-2

2

特
別

支
援

型
子

育
て

支
援

施
設

 
に

こ
に

こ
ク

ラ
ブ

浅
木

2丁
目

31
-2

1

ハ
ッ

ピ
ー

ワ
ー

ク
ス

遠
賀

川
2丁

目
6-

35
1

放
課

後
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
SU

N
N

Y
 S

ID
E

遠
賀

川
2丁

目
1-

38
-1

01
1

訪
問

・
相

談
系

訪
問

系
サ

ー
ビ

ス
ヘ

ル
パ

ー
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
こ

こ
ろ

木
守

15
46

-1
1

ヘ
ル

パ
ー

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

森
の

光
今

古
賀

46
6-

2-
2

1

ヘ
ル

パ
ー

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

色
と

り
ど

り
浅

木
三

丁
目

10
番

33
号

2

計
画

相
談

支
援

・
障

害
児

相
談

支
援

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

み
ら

い
遠

賀
川

2丁
目

20
ʷ

4
1

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

こ
こ

ろ
工

房
別

府
36

02
-3

1

ア
ル

ク
遠

賀
川

1丁
目

5-
26

1
※

浸
水

区
域

の
対

象
は

、
浸

水
深

0.
5m

以
上

の
区

域
が

対
象

で
あ

る
。

※
表

中
の

「
●

」
は

対
象

施
設

で
、

「
○

」
は

「
●

」
の

い
ず

れ
か

と
同

じ
施

設
に

あ
り

重
複

す
る

。

※
た

め
池

浸
水

に
つ

い
て

は
、

い
ず

れ
も

浸
水

深
0.

5m
未

満
の

区
域

で
あ

る
。

出
典

：
遠

賀
町

H
P

「
障

が
い

福
祉

サ
ー

ビ
ス

」
内

リ
ン

ク
「

遠
賀

中
間

地
域

社
会

資
源

マ
ッ

プ
」

 
 

 
遠

賀
中

間
地

域
障

が
い

者
支

援
協

議
会

 
遠

賀
中

間
地

域
社

会
資

源
M

A
P

確
認

資
料

：
「

遠
賀

町
地

域
防

災
計

画
 

資
料

編
令

和
6年

3月
」

 洪
水

時
等

に
円

滑
か

つ
迅

速
な

避
難

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

要
配

慮
者

利
用

(P
6～

P
9)

確
認

資
料

：
庁

内
資

料
「

新
事

業
所

開
設

及
び

一
部

事
業

所
移

転
の

お
し

ら
せ

」

種
類

本
計
画
で
の

位
置
づ
け
案

災
害
リ
ス
ク

洪
水
浸
水
想
定
区
域

氾
濫
流

名
称

住
所

地
域
防
災
計

画
要
配
慮
者

利
用
施
設

浸
水
継
続
時

間
24
h以
上

高
潮
浸
水
想

定
区
域

河
岸
浸
食

建
物

階
数
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参考資料 立地適正化計画評価指標の中間評価 

１．評価指標の中間評価 

 

  現計画で設定されている下記の評価指標について、現時点での検証を行う。 

 

（１）居住誘導区域内の人口密度（人／ha） 

    

   現計画で設定されている評価指標のうち、居住誘導区域内の人口密度については、H2７年の基

準値 37.1 人/ha から R5 の現況値は 38.2 人/ha となり、目標値である 37.1 人/ha を上回っ

ている状況である。 

 

居住誘導区域内の人口密度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(R22) 
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（２）居住誘導区域内の子育て支援施設人口カバー率（％） 

 

   現計画で設定されている評価指標のうち、居住誘導区域内の子育て支援施設人口カバー率につ

いては、H27 年の基準値 18.3%から R5 の現況値は 33.1%となり、既に目標値である 30％を

達成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


